
暮らしを彩ったグラフィックデザイナーの60年

「

デザイナー・大橋正は、大正5 年京都に生まれ、東京高等工芸学校の工芸図案科に学ひま

した。昭和12 年に卒業後、大丸百貨店、日本電報通信社を経て、戦時中は国策宣伝に従事し

ました。戦後はフリーのデザイナーとして、平成10 年に82 歳で亡くなるまで、生涯第一線

でデザインの仕事を続けました。

市では、かつて市内岩瀬にあった千葉大学工学部とその前身の東京高等工芸学校に関する

調査と展覧会を続けてきました。そのご縁から、平成11 年、大橋正のポスター作品約260 点

がご遺族から市に寄贈されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４

この展覧会では、これらのポスターの中から選りすぐった作品を中心として、新聞・雑誌

広告、カバーデザイン、パッケージなど、約250 点を一堂に展観し、大橋正の生涯にわたる

活動の全容を回顧します。

固社会教育課公366-7463 、市立博物館登384-8181

明
治
キ
ャ
ラ
メ
ル
（
ポ
ス
タ
ー
）
、
一
九
五
七
年
、
一
〇
五
・
三
×
七
五

こ

芍
、
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
．
第
七
回
日
宣
美
展
出
品
・
会
員
賞
受
賞

子どもの頃の あの懐かしい
ポスターを見に行きませんか

幸
運
の

定
額

郵
便

貯
金
（

ポ
ス

タ
ー

）

1
2月

、
七
四
×

五

丁

二

芍

、
印

刷

◆開館時間午前9 時30 分～午後5 時( 入館は午後4

時30 分まで)

◆ 休館日９月９日(月)・17 日(刈・24 日(火)・2ﾜ 日脚

◆ 観覧料

今

、
子

ど
も
を
取

―
巻
ぐ
社
会

環
境
は
、
テ
レ
ビ
、
ビ

デ
オ
、

パ

ソ
コ
ン
等
が
身
近
に
な

っ
た
こ
と

に
よ
り
、
激
し
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

家
庭
で
の
温

か
い
ぬ
く

も
り

の

あ
る
語
ら

い
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る

と
さ
え

い
わ

れ
て

い
ま
す

。
こ

の

よ
う
な
状
況

の
中
、

乳
幼
児

の
う

ち
か
ら
こ
と

ば
と

豊
か
な
心
を
育

む
た

め
に
、
肌

の
ぬ
く

も
ひ

を
感

じ
な

が
ら
優
し
く
語
り

か
け
て
も

ら
う
こ
と

が
大

切
で
す
。

そ

の
一
つ
と
し

て
、
絵
本
の
読

一
九
四
七
年

個　人
団　 体

(20 人 以 上)

常 設 展 と の 共

通 観 覧 料

一 般 300 円 240 円 500 円
高 校 生 ・ 大 学 生 150円 100円 250 円
小 学 生 ・[や学 生 100円 60 円 拓O円

※毎週土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

み
聞
か
せ

が
大
き
な
力
と
な
り

ま

す
。
そ
こ

で
、
今
、
市
立
図
書

館

で
養
成
し
て

い
る
「
お
は

な
し

ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
」

の
協
力

を
得

て

、

絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
乳
幼
児

と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

保
護
者
に
は
読
み

聞
か
せ
の
大

切
さ
を
学

ん
で

い
た
だ
き
、
乳
幼

児
に

は
将

来
、

読
書
に
親
し
む
き

っ
か
け

づ
く
り

に
な
れ

ば
と
実
施

す

る
も

の
で
す

。

日

時
会

場
は
、
下

記
の
と
お
り

で
す

。

’
ど
う

ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

記念講演会

｢東京高芸と大橋正さん｣

キッコーマンフルーツソース(ポスダＴ冫
1959 年、36.3×51,6r 、印刷　　 か

日時9 月14 日出 午後1時30 分～2 時30 分（午後1時

受け付け開始） 会場市立博物館講堂 講師やなせ

たかし氏（5曼画家） 定員80 人（抽選） 費用無料

Ⅲ9 月９日（月）〔必着〕までに 、往復ハガキに住所・

氏名 ・電話番号 ・「9 月14 日講演会希望」と記入

して 、〒271-8588 松戸市教育委員会社会教育課

美術館準備室(S366-7463) へ

◆
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ポ
ー
ト
・

シ
ス
テ
ム
（
野
菊
野
保
育
園
内
、

野

菊

野

五

）
　

日

時

９

月
1
7
H
㈹

か

ら

の
毎

月

第
三

火

曜

日

、

午

前

1
0時
3
0
分

～

Ｈ

時
1
0
分

◆
Ｃ
Ｍ
Ｓ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
六

高

台

保

育

園

内

、

六

実

六

の

匸

一
の

二

）
　

日

時
９

月
2
0
口

吻

か

ら

の

毎

月

第

三

金

曜

日

、

午

前

1
0時
3
0
分

～
1
1
時
1
0
分

◆
常
盤
平
児
童
福
祉
館
（
常
盤
平

西

窪

町

匸

一
）
　

日

時

９

月
2
7
日

㈲

か

ら

の
毎

月

第

四

金

曜

日

、

午

前
1
0
時
3
0
分

～

Ｈ

時
1
0
分

定

員
：

各

当

日

先

着

二

十

組

費

用

：
無

料

固

重

旦
図

書

館

登
3
6
5
・
５

１

１
５

、

嬾
松

戸

市

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

昔
3
4
4・
Ｑａ
０

９
リ
７

松
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
伴

う
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
９
月

2
7日
蚩
に
実
施
し
ま
す

松

戸

市

議

会
議

員

一

般

選

挙

の

執

行

に
伴

い
、

立

候

補

予

定

者

説

明

会

を

次

の

と

お
口

実

施

し

ま

す

。

日

時
・：
９

月
2
7
日

原

午

後

２

時

か
ら

会

場
・：
市

役

所

議

会

棟

三

階

特

別

委

員

会

室

※

立

候

補

を

予

定

し

て

い
る

人

は
必

ず

出
席

し

て
く

だ

さ

い
。

会

場

の
都

合

に

よ

り

、

参

加

者

は

匸
恢
補

に

つ
き

二

人

ま

で

と

し

ま

す

。

松

戸
市

議

会

議
員

一
般

選

挙

の

投

票
日

は
1
1月
1
7
日

茴

参

議

院

千

葉

県

選
出

議

員

の

議

員

辞

職

に
よ

る

参

議

院

議

員

補

欠

選

挙

は
1
0
月
2
7
日

㈲

に

行

わ

れ
ま

す

。

○

告
示

日
・：
1
0
月
1
0
日

困

○

投

票
日

…
1
0
月
2
7
日

収

○

投

票
時

間
：

牛

前

７

時

か
ら

午

後

８

時
ま

で

○

投

票
で

き

る

人

…

昭

和
5
7
年

1
0月
2
8
日

ま

で

に

生

ま

れ

、
平

人口と世帯

人口　470,195人　［＋　84 ］

男　236,718人　［＋　25 ］

女　233,477人　［+　59］

世帯　188,817世帯［＋　181］

会

議

員

一
般

選

挙

は

１１一
月
1
7
日

㈲

に

行

わ

れ

ま

す

。

○

告
示

日
：
1
1
月
1
0
日

㈲

○

投

票
日

…

Ｈ

月
1
7
日

㈲

○

投

票
時

間

…

午

前

７

時

か
ら

午

後

８

時

ま

で

○

投

票
で

き

る

人

…

昭

和
5
7
年

1
1
1
1
1
1

月
1
8
日

ま

で

に

生

ま

れ

、
平

成
1
4
年

８

月

９

日

ま

で

に
松

戸

市

に

転

入

届

出

を

し

、
引

き

続

き

居

住

し

て

い
る

人

※

他

の
市

区

町

村

へ

転

出

し

た

人

は

投

票

で

き

ま

せ

ん
。

圖
市

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

昔
3
6
6・

７

３

８
ａ
‥）

成
1
4
年

７

月

９

日

ま

で

に

松

戸

市

に

転

入

届

出

を
し

、

引

き

続

き

居

住

し

て

い

る
人

※

投

票

日

以

前

に

転

出

を

予

定

し

て

い

る
人

、

ま

た

は

７
月

1
0日

以

降

に

千

葉

県

内

の
市

区

町

村

か

ら

転

入

し

た

人

は

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

國
市

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

登
3
6
6・
7
3
8
6

※平 成12 年 国 勢調 査の 確定 値を 基準 とし

て集 計し た 常住人 口 で す。　　Ｅ
『ｱ ７１

．

9月10 日は下水道の日　　　 ②

10月から国民健康保険と老人保健

の制度が改正に　　　　　　 ③

成人講座の案内　　　　　　 ④

市民ミュージカル　ポスター・チ

ラシ用原画を募集　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

橋大 正 展

「
絵
本
は
じ
め
の
い
ー
っ
ぽ
」
が

始
ま
り
ま
す

主な内容

任
期
満
了
に
よ
る
松
戸
市
議

◆会場…市立博物館企画展示室

◆会期…９月２９日(日）まで

乳
幼
児
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
サ
ポ
ー
ト

参
議
院
千
葉
選
出
議
員
補
欠
選
挙

投
票
日
は
1
0
月
2
7
日
（
日
）

」



今

日

、

私

た

ち

が

健

康

で

快

適

な

生

活

を

す

る

た

め

に

は

、

下

水

道

は

な

く

て

は

な

ら

な

い

も

の

に

な

っ

て

い

ま

す

。

９

月
1
0
日

は

第

四

十

二

回

下

水

道

の

日

で

す

。

こ

の

機

会

に

も

う

一

度

下

水

道

に

つ

い

て

考

え

て

い

た

だ

き

、

下

水

道

に

対

す

る

理

解

を

深

め

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

圜

下

水

道

計

画

課

容
3
6
6・
７

３

６

１

、
下

水

道

普

及

課

晋
一
’一

・
７

３

６

２

、

下

水

道

建

設

課

公
一

’一
・
7
3
6
4

市
で
は

住
み

や
す
弋

う

る
お

い
と

や
す

ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境

づ
く
り
を

め
ざ
し

て
下

水
道
の
整

備
を
進

め
て
い
ま
す
。
平

成
1
4年

６
月
末
日
現
在

の
市

内
の
下

水
道

普
及
率
は
六
八

・
六

〇
賀
で
、
そ

の
う
ち
水

洗
化

率
（
下

水
道
が
使

え

る
よ
う

に
な
っ
た
区

域
で
各
家

庭

が
接
続
し

て

い
る
割
合
）
は
九

〇
・
八
四
賀
で
す

。

下

水
道

が
使
え

る
よ
う

に
な

っ

た
区

域
内

の
人

は
、
一
日

も
早
ぐ

接
続
し
て
く
だ

さ
い
。

多
額

の
費
用

を
か
け
て
ド
水
道

を
建
設
し
て

も
、
各
家

庭
か
ら
排

出
さ

れ
る
汚
水

を
下

水
道
に
流
さ

まつどファミリー・サポート・センター

会員募集と入会説明会を開催

な
け

れ
ば
、
汚

れ
た
ま
ま
河
川
に

流

れ
込

み
水

質
を
悪

化
さ
せ

る
ば

か
り
で
、
生
活

環
境
は
一
向
に
よ

く
な
り
ま
せ

ん
。

下

水
道
法

で
は
、
下

水
道

が
使

え

る
よ
う

に
な
っ
た
区

域

〔
供
用

開
始

（
処
理

）
区

域
〕
で
、
く
み

取

び
式
ト
イ

レ
を
使
っ
て

い
る
家

庭

は
、
三
年

以
内

に
水
洗
ト
イ
レ

千

水

道
に
直
結
し
て

い
る
も

の
）

に
、
ま

た
、
し
尿

浄
化
槽
・
ふ
ろ

・
台
所
な

ど
か
ら
で
る
汚
水
は
、

滞
り
な
く
下

水
道
へ
流
す
よ
う
義

務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

自
然
を
守
り

、
住
み
よ

い
生
活

環
境
を

つ
く

る
た
め
、
一
日
も
？

まつどファミリ一 一サポート・センターは、育児の援助を行いた

い人（提供会員）、育児の援助を受けたい人 （利用会員）からなる

会員組織です。地域のより身近な人同士でお子さんを預けたり 、預

かったりができるよう 、会員を募集します。

提供会員…育児援助活動に理解と熱意があり、健康な市内在住の人

（特に資格は必要ありません）

利用会員…市内在住・在勤の人で、同居している生後4ヵ月以上10

歳未満のお子さんのいる人

※入会に際し 、相互援助活動の仕組み、援剛］活動の流れ、入会手続

等の説明会を行いますので、ご参加ください。また、提供会員は、

援助活動に必要な知識や技術を身に付けていただくため 、基礎研

修会を受講していただきます。

※入会説明会は、まつどファミリー・サポート・センターで随時行

っています。また、毎月第2土曜日（午前10 眄～正午）に女性セ

ンターゆうまつどで開催しています。

匣電話で、まつどファミリ一 一サポート・センターS330-2941

へ（月～土曜日の午前9 ㈲～午後5 時）

く
下
水

道
へ
の
接
続
を

お
願

い
し

ま

す
。

接

続
工

事
は
必
ず
市

の
指

定
工

事

店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
な

お
、
費
用
を
一
度
に
負

担
で
き
な

い
場
合
、
一
定
の
条
件

の
も
と
金

融
機

関
に
改
造
資
金

の
融
資

あ
っ

せ

ん
と
利

子
補
給
を
行

っ
て
い
ま

す

。下

水
道
の
計
画
に

つ
い
て
は
下

水

道
計
画

課
、
受
益
者

負
担

金
・

下

蚤

卮
使
用
料

・
水
洗
ト
イ

レ
の

改
造
に
つ
い
て
は
下

水
道
普
及
課
、

下

水
道
の
工

事
に

つ
い
て

は
下
水

道

建
設
課
へ
、
お
気
軽

に
ご
相

談

く

だ
さ

い
。

1
1
1
1

月
1
5
日

座
午

前

９

時
1
5
分

市

役

所

正

面

玄

関

前

集

合

、

午

後

３

時

解

散

予

定
　

コ

ー

ス
手

賀
沼

流
域

下

水
道
終

末

処

理
場

、

手

賀

沼

船

上

視

察

定

員

先

着

ニ

ト

人
　

杤
乕

無

料

圃
９

月
2
5
日

水

ま

で

に

、

電

話

で
下

水

道

計

画

課

登
3
6
6・
7
3

6
1

へ

生

育

を

見

な

が

ら

、

新

鮮

な

野
菜

を

収

穫

で

き

ま

す

。

期

間

１２

月

～

３

月

中

旬
　

地

区

葫
松

戸

（
ホ

ウ

レ

ン

草

・
小

松

菜

）
、
大

橋

（
ホ

ウ

レ

ン

草

）

区

画

丁

五

平

方

封
（
期

間
中

、

四
回

収

穫

）
　
区

Ｓ

馭
吝
四
十

区

画
　

觜
贔
用
一
区

画

三

千

円

圃

９

月
2
0
日

｝
す

で

に

、

ハ

ガ

キ

に

希

望

地

区

・
希

望

作

物

・

区

画

数

・

住

所

・
氏

名

・

電

話

番

号

（
昼

間

の

連

絡

先

）

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市

役

所

農

政

課

内
　

松

戸

市

都

市

農

業

振

興

協

｀
堕

二
「

ホ

ウ

レ
ン

草

・
小

松

菜

」

係

（

昔
3
6
6

・
７
.
3
？

茗
　

へ
Ｊ

犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

下から5センチ以上空ける

抽選結果のシールをここに張って返信し ます

渭日 内　容 時間 利用日

水 講習（パソコンの基本操作）
午後1 時30 分

～4 時30 分

10月23日以降

木 講習（インターネットの利用） 9月19日以降

金゛講習（電子メールの送受信） 9月13日以降

妨 自主学習
午後1時～3時

9月 ワ日以降
午後3時～5時

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

歯
周

病

（
一
般
的
に

は
、
し

そ
う

の
う
ろ
う
）
は
、
フ

ラ
ー

ク
量
が
増
え

る
こ
と
に

よ
り

起

こ

り
ま
す
が
、
同
じ
量

の
プ
ラ

ー
ク
が
付

い
て

い
て
も

歯
周

炎

が
起
こ

る
人
と
起
こ
ら

な

い
人

が

い
ま
す
。
一
般
的
に

、
歯
肉

の
炎

症
は

プ
ラ

ー
ク
の
作

用
に

よ
っ
て
起
き
ま
す

が
、

個
人

個

人

の
歯
肉

・
骨
の
環
境

や
抵
抗

力

が
違

い
ま
す
の
で
、

病
気
の

起
こ
り

方
や
進
み
方
に

は
個
人

差

が
出

て
き
ま
す

。
で
す

か
ら
、

プ
ラ
ー

ク
を
取
り
除
く

た
め
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
を
す

る
と
と
も

に
、
個
人
の
危
険
な
因
子

を
減

ら
せ

ば
歯
周
病
に
な

る
確
率
も

低
く

な
る
の
で
す

。

今
回
は
、
危
険
な
因
子

の
中

で

も
特
に
、
喫
煙
に
注
目
し

て

み

ま
す

。

喫
煙

か
歯
周
病
を
引

き
起
こ

し

や
す

く
す

る
こ
と
、

ま
た
は

悪
化

さ
せ
る
こ
と
は
、
今

や
常

識

と
な
っ
て

い
ま
す

。
ア
メ
リ

カ
で
は
成
人
人
口

の
四
分

の
一

が
喫
煙

者
で
す
が
、
歯
周
病

患

者

で
は
半

数
が
喫
煙

者
で
す
。

喫
煙

者
の
方

が
、
非
喫
煙
者

よ

旦

二
倍
ほ
ど
歯
周
病
に

か
か
り

や
す
く

、
そ
れ
に
よ
り

歯
を

な

く
し

て
し
ま
う
割
合

が
二
倍

ほ

ど
高
い
、
と

い
う
結
果

も
あ
り

ま
す

。
喫
煙

量
が
一
日
に
二
十

本
以
上

の
ヘ
ビ
ー

ス
モ

ー
カ
ー

で

は
、
八
割
も
の
人

が
中
等

度

か
ら
高
度
の
歯
周
病
に
罹
患
し

て

い
ま
し

た
。

生
涯

に
消

費
す

る
た

ば
こ

の

量

は
、

歯
周
病
で
失
う

歯
槽
骨

の
量
と
正

比
例
す

る
と

い
う

報

告

や
、

歯
周

ポ
ケ

ッ
ト

の
深

さ

と
正
比

例
す

る
と
い
う
報
告
は
、

世
界
巾
で
多
数
存
在
し
て
お
り

、

喫
煙
は
蓄
積

性
か
つ
容
量
依
存

性
で
、
歯
周
組

織
に
重
人
な
影

響
を
及

ぼ
し

て

い
る
と

い
う
こ

と

が
証
明

さ
れ
て

い
ま
す

。
ま

た
、
治
療

に
よ
る
効
果
も
、
喫

煙
者

は
非

喫

煙
者

に
比

べ
て
、

圧
倒
的
に

劣
っ
て

い
る
こ
と

が

証
明
さ
れ
て

い
ま
す

。

治
療
後

の
歯
周

ポ
ケ

ッ
ト

の

深
さ

や
、

歯
栢

骨
の
再
生
、
歯

周
病
原
菌
の
数
な
ど
の
項
目

で
、

喫
煙

者
は
非
喫
煙

者
ど
比
べ
て
、

著
し
く
劣

っ
て

い
ま
し
た

。

喫
煙

が
歯
周

組
織
に
及

ぼ
す

有
害
作
用
に

つ

い
て
は
、
科

学

的
に
証
明

さ
れ
て

い
ま
す

。
喫

煙
が
ヒ
ト
に
対
し

て
免
疫
抑
制

作
用
を
発
揮
し

、
細
菌
を
は
じ

め
と
す

る
寄
生

体
と
の
相
互
関

係
に
有
害
作
用

を
及

ぼ
す
こ
と

は
、
特
に
重
要

で
す
。
つ
ま
り
、

歯
周
病
菌
に
感

染
し

や
す
く
な

り
、
さ
ら
に

は
そ
の
菌
が
私
た

ち
の
身
体

の
中

で
好

き
勝
手
を

す
る
こ
と
を
、
許
し

て
し
ま

い

や
す
く
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

過

去
に
喫
煙

者
だ
っ
た
大
で

も
現
在
禁
煙
し

て

い
れ

ば
、
治

療
に
対
す

る
効

果
は
非
喫
煙
者

と
ほ

ぽ
等
し

い
こ

と

が
証
明
さ

れ
て
お
り
、
禁
煙

が
歯
周
治
療

に
有
効
で

あ
る
こ

と
が
示

さ

れ

て

い
ま
す
。
禁
煙
に
よ

っ
て
、

治
癒
能
力
は
非
喫
煙

者
と
同
等

レ

ベ
ル
ま
で
回
復

さ
れ
る
の
で

す
。歯

周
病

の
予
防

や
治
療
を
円

滑
に
進
め

る
た

め
に
も
、
喫
煙

者
の
方
に
は
禁
煙

、
節
煙
を
お

勧
め
し
ま
す

。
た
ば
こ

好
き
に

は
住
み
に
く

い
時
代

に
な
り
ま

し

た
ね
。

（
松

尸
歯
科
匳

鬯

弓

対

象
・：

健

康

状

態

が

良

好

な

犬

ま

た

は

猫

で

、

犬

は

平

成

１４

年

度

の

狂

犬

病

予

防

注

射

済

み

で

登

録

さ

れ

て

い

る

こ

助

成

金

額
・
：
五

千

円

補

助

数

…

七

百

頭

（

応

募

者

多

数

の

場

合

は

抽

選

）

一

一

世

帯

当

た

り

一

頭

に

隕

り

ま

す

。

※

ワ

ク

チ

ン

未

実

施

ま

た

は

検

査

を

要

す

る

場

合

は

。

別

途

費

用

が

必

要

に

な

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

圃

事

前

に

手

術

を

受

け

た

い

動

物

病

院

（
千

葉

県

獣

医

師

会

会

員

の

動

物

病

院

に

隕

る

）

で

相

談

の

う

え

、

９

月
2
0
日

廊

～
2
6
日

困

の

消

印

で

、

往

復

ハ

ガ

キ

に

必

要

事

項

（

下

表

を

参

照

）

を

記

入

し

て

、

㈹

千

葉

県

獣

医

師

会

（

昔
0
4
3
2
4
2

感

1
0
4
7

）
　へ

ペットボトルを出す時には、①キャップをはずし、②中をすすい

で（水気を切る）、③つぶして出してください。はずしかギャップは、

リサイクルするプラスチック（週1 回）の分類になります。

※ギャ ソヽプ芦ボトル四 辻、材質が異なります。リサイ勺ルを有効に

①申込者の住所②申込者の氏名③申込者の電話番号④犬・

猫の別、オス・メスの別⑤動物の名前 一年齢・毛色⑥犬の

場合は平成14年度の狂犬病予防注射済票番号

(応募前に予防注射を済ませてく ださい)

『IT学習コーナー』の利用を受け付けています

下から3 センチ以上空ける

(手術を希望する動物病院で 、病院名 ・獸医師名 ・住

所 ・電話番号のあるゴム印を押してもらう)

開設日平成15 年3月29 日出までの毎週水曜日～土曜日(祝日の

場合も開設、年末年始は休み)　 会場文化ホール(松戸13C7 の1

松戸ビルヂング4階) 内容①講習(インストラクターが指導) ②

伯三塁学習(インターネット・電子メールについての質問に、イン

タ 鈿ラクターがアドバイス) 対象市内在住・在勤・在学でパソ

コンの初心者および未経験の人　定員①各先着10 人②各回先着

政人(1 日2回) 費用無料

圃電話で希望の講習内容と日時を指定して、総務課｜丁担当室

H366-7401 へ( 随時募集しています)

下
水
道
き
れ
い
な
水
へ
の
か
え
り
み
ち

９
月
1
0日

は
下

水
道

の
日

するには材質ごとの分別が必要になります。ご協力

をお願いします。

※左の識別マークの付いている飲料用、しょうゆ用、酒

用、みりん用のペットボトルに限ります。

蟲環境計画課a366 ―ﾜ332

1 ㎜

～あなたの子育てを応援します～

ホ
ウ
レ
ン
草
・
小
松
菜

農
園
オ
ー
ナ
ー
を
募
集

◆
下
水
道
施
設
見
学
会

ペットボトルの出し方についてのお願い

不妊・去勢手術助成（申込書）

①犬・猫の別 、オス・メスの別②動物の名前・年齢・毛色

③犬の場合は平成14 年度の狂犬病予防注射済票番号

手術を希望する動物病院で 、病院名・獣医師名・住

所・電 話番号のあるゴム印を押してもらう

そ
の
一
〇
〇
　
歯
周
病
と
た
ば
こ



の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

日
本
の
医
療
保
険
制
度
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
低

迷
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
1
0月
か
ら
法
が
改
正
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
と
老
人

保
健
の
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

國
国
民
健
康
保
険
＝
保
険
課
資
格
給
付
係
晋
一
’一

・
7
3
5
3

老
人
保
健
＝
保
険
課
老
人
保
健
係
晋
迴
・
7
3
4
2

１
　
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
一
部

負
担
金
が
二
割
に
な
り
ま
す

９月30 日まで

一　 般 （3割負担）

（O歳から70 歳未満）

１０月１日から

・3歳未満の乳幼児(2 割負担)

・3歳以上70歳未満( ３害憤 担)

・70歳以上(1 割負担、一定以

上所得者は2割)

２
　

新
た
に
七
十
五
歳
に
な

る
ま

で

は
、
国
保
で
医
療
を
受
け

る
人

が

い
ま
す

国
保

加
入

者
で
昭
和
７
年
1
0月

１
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

は
、
七

十
五
歳
に
な

る
ま
で

は
、
国

保
で

医
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
七
十
歳
以
上

に
な
る
と

病
院
で
の
自
己
負
担

は
一
割

こ

定
以
上
所
得
者

は
二

割
）

に
な
り

ま
す
。
該
当
す

る
人

に
は
、
負
担

割
合

を
示

す

「
高

齢
受

給

者
証

」

を
郵
送
し
ま
す

。

※
昭
和
７
年
９
月
3
0日
以

前
に
生

ま
れ
た
人
は

、
老
人

保
健
で
引

き
続
き
医
療
を
受

け
ま
す
。

３

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
変
わ
り
ま
す
（
表
Ｉ
～
表

３
）同

じ
人
が
同
じ
月
に
、
同
一
の

|表1　　　　9 月30 日まで

上位所得者

注1

医 療 費 が609,000 円
121,800 円

十を 超 え た 場 合 は 超
(70,800 円) え た分 の1 ％ を加 算

一　般

医 療 費 が318,000 円

(

器 器)
忖 黯 詰 討 ぽ

市民税非課

税世帯

35,400 円

(24,600 円)

上位所得者

医療 費 が699,000 円
139,800 円＋

を超 え た 場 合 は 超
(77,700 円) えた 分の1 ％ を加 算

一　般

医 療 費 が361,500 円

(
昌

昌
勹] 肘 昌 示 談

市民税非課

税世帯

35,400円

(24,600円)

注
１
上
位
所
得
者
と
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
が
六
百
七
十
万
円
を
超
え
る
世
帯

（
　
）
内
は
過
去
十
二
ヵ
月
以
内
に
四
回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
が

あ
っ
た
場
合
の

、
四
回
目
以
降
の
限
度
額

医
療
機

関
に
支
払

っ
た
、
自
己
負

担

が
限
度

額
を
超
え

た
場
合
、
そ

の
超
え

た
分

か
高
額
療
養
費
と
し

て
支

給
さ
れ
ま
す
。

自
己
負

担
限
度
額
は
、
市
民
税

非
課
税

世
帯

の
大
は
変
更

が
あ
り

ま
せ

ん
が
、
一
般
の
大
や
上
位
所

得
者
の
大
は
見

直
さ
れ
ま
し
た
（
表

２
）
。
ま
た
、
七
十
歳
以
上
の
人

の

自
己
負

担
限
度
額

が
新
た
に
設
｛
疋

さ
れ
ま
し

た

（
表
３

）
。

４
　

退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
年

齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

退

職
者
医
療
制
度

の
対
象

年
齢

も
七

十
歳
未
満

か
ら
七
十
五

歳
未

満

と
な
り

、
五
年
間

で
段

階
的

に

引

き
上
げ
ら
れ
ま
す

。
七

十
歳
以

上

の
退

職
者
医
療
制
度
対

象
者
の

一
表
3
　
　
1
0
月
１
日
か
ら

自 戸1合tnKM 庇安百

外来( 個人

ごと)
外 来十 入 院( 世 帯ご と)

一定以上所得者注2 40,200円

医 療 費 が361,500 円

(

昌 器)
气 艶 昌 ‰ 毘

一　般 12,000円 40,200円

市民税非

課税世帯

低所得者ｎ注3
8,000円

24,600円

低所得者Ｉ注4 15,000円

（　）内は過去12 ヵ 月以 内に4 回以上 高額療 養（医 療）費の 支給 があっ

た場合の、4 回目以降 の限度額

自
己
負

担
は
、
一
割

（
一
定
以
上

所

得
者
は
二

割
）
と
な
り
ま
す

。

５
　

平
成
１５

年
４

月
か

ら
改
正
さ

れ

る
も
の

○
外

来
の
薬
剤
に
か
か
る
一
部
負

担
の
廃
止

患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
策

と
し

て
、
外

来

（
在

宅
医
療

を
含

む
）

で
薬
を
も
ら

っ
た
と
き

に
支
払
う

定
額
の
別
途
負
担

が
廃
止

さ
れ
ま

す
。

Ｏ

退
職
被
保
険
者
の
自
己

負
担
の

改
正被

用
者
保
険
に

お
け

る
自
己
負

担
の
見
直
し
に

あ
わ
せ

、
退

職
被

保
険
者

（
被
扶
養
者
を

含
む
）
の

自
己
負
担
割
合

が
三

割
と
な
り
ま

す
。注2一定以上所得者とは.

◇単独世帯(年金収入のみ)の場合　年間収入450万円以上の人

◇夫婦2人世帯( 年金十給与収入) の場合　年間収入637万円以上の

人

注3低所得者U とは、世帯主および世帯全員が市民税非課税の人

注4低所得者Ｉとは、世帯主および世帯全員が市民税非課税で、その

世帯の所得が一定基準以下の世帯に属す人

◇単独世帯(年金収入のみ)の場合　年間収入65万円以下の人

◇夫婦2人世帯(年金収入のみ)の場合　年間収入130万円以下の人

【
老
人
保
健
は
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す
】

１
　

老
人

保
健
の
対
象
年
齢

が
七

十
五

歳
以
上

に

老
人

保
健
で
医
療
を
受
け

る
人

の
対
象
年

齢
を
七
十
歳
以
上

か
ら

七

十
五
歳
以
上

（
一
定

の
障
害

の

あ
る
大
は
今
ま
で
と
同
じ
六
十
五

歳
以

上
）
に
五
年
間
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
ま
す
。
平
成
1
4年

９
月

3
0日
に
す
で
に
七
十
歳
以
上

で
あ

る
大

（
昭
和
７
年
９
月
3
0日
以
前

に
生
ま
れ
た
大
）
は
、
引
き

続
き

老
人

保
健

で
医
療

を
受

け

ま
す

。

昭
和
７
年
1
0月
１
日
以

降
に
生

ま

れ
た
大
は
、
七
十
五
歳

に
な
る
ま

で
は
、
引
き
続
き
現
在
加
入
し

て

い
る
医

療

保
険

で
医

療
を
受

け

、

七
十
五
歳
に
な

る
と
老
人

保
健
で

医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
　

所
得
に
応
じ
て
医

療
費
の
一

割
ま
た
は
二
割
の
自
己

負
担
に

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け

た
と

き
に
支
払
弓
窓
口

の
自
己
負

担
は

外
来

・
入
院
と
も

か
か
っ
た
費
用

の
一
割

（
一
定
以
上

酊
得
者
は
二

割
）
と
な
り
、
外

来
の
月

額
上
限

制
お
よ

び
診
療
所

に
お
け
る
定
額

負
担
選
択
制

は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

Ｏ

医
療

堂
給
者
証
が
新
し
く
な
り

ま
す今

回

の
改
正

に
よ
り

新
し
く
医

療
受
給
者
証

に
、
所

得
に
応
じ
て

自
己
負

担
割
合

（
一
割
ま
た
は
二

割
）

が
明
記

さ
れ
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た

の
で
、
現

在
医

療
受
給
者

証

の
交
付
を
受
け

て

い
る
人
に
対

し
て
、
９
月
下
旬

に
新
し

い
医
療

受
給
者

証
を
郵

送
し
ま
す
。
旧
医

療
受
給

者
証

は
、
1
0月
１
日
以
降
、

保

険
課

老
人

保
健
係

も
し

く

は
、

各
支
所

に
お
返
し

く
だ
さ

い
。
な

お
、
所
得

状
況
は
毎
年
変
動
し
ま

す

の
で
、
負

担
区

分
の
判
定
を
毎

年
定
期
的

に
行

い
ま
す
。

３
　

自
己
負
担
限
度
額

が
変

わ
り

ま
す
（
表
４

、
表
３

）

同
じ
月
内

に
か
か

っ
た
医
療
費

の
自
己
負

担
が
高
額
に
な

っ
た
と

き

の
自
己
負

担
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す
（
表
３
と
同
じ
）
。

自己負担限度額

外来 入院

一　般

3,200円

大病院は

5,300円

37,200円

低所得者

市民 税非課

税世帯
24,600円

老齢 福祉年

金受給者
15,000円

な

お
、

低
所
得

の
人

は
、
「
老

人
医

療

の
限
度
額
適
用

・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」

の
申
請
が
必

要
で
す
。

４
　

支

払

っ

た

一

部

負

担

金

が

限

度

額

を
超

え

た

場

合

は

払

い

戻

し

が

受

け

ら

れ

ま

す

同

じ

月

内

に

、

表

の

限

度

額

を

超

え

て

一

部
負

担

金

を

支

払

っ
た

と

き

は

、

申
請

し

て

認

め

ら

れ

る

と

超

え

た
分

の

払

い
戻

し

が
受

け

ら

れ

ま

す
（
高

額

医

療

費

の

支
給

）
。

た

だ
し

、
入

院

の

場

合

は

１
ヵ

月

に
支

払

旦

部

負

担

金

は

一
医

療

機

関

で

は

限

度

額

ま

で

で

す

。

○

高

額

医

療

費
で

合

算
で

き

る

も

の
病

院

、

診

療

所

、

歯

科

、
調

剤

薬

局

な

ど

の
区

別

は

な

く

、
自

己

負

担

は

す

べ
て

合

算

の
対

象

と

な

り

ま

す

。

ま

た

、

補

装

具

代

金

な

ど

に

か

か

る

一
部

負

担

金

相

当

額

も
含

め

て

合

算

し

ま

す

が

、
入

院

時

の

食
事

代

や

保

険

の

き

か

な

い

差

額

ペ
ッ

ト

料

な

ど

は
介

算

で

き

ま

せ

ん

。

Ｏ

忘

れ
ず

に
申

請

し

ま

し

ょ

う

高

額
医

療

費

の
支

給

を
受

け

る

に

は

申

請

が
必

要

で

す

。
忘

れ

ず

に

申

請

し

て

く

だ

さ

い

。

障

害

者

雇

用

促

進

奨

励

金

制

度

市
で
は
、
障
害
者

の
雇
用

の
促

進
と
安
定

の
た

め
、
障

害
者
を
雇

用
す

る
事
業

主
に
対
し

て
、
雇
用

促
進
奨
励
金
を
一
定

の
要
件

で
交

付
し
ま
す
。

要
件
①
市

内
の
事
業
所

で
あ
る

こ
と
②
（

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に

よ
り
雇
用
し
て

い
る
こ

と
③
特

定

求
職
者
雇
用

開
発
助
成

金
の
受

給

資
格
決
定
を
受
け
て

い
る
こ

と

奨
励
金
額
障
害
者
一
人

に
つ
き
各

月
賃
金

の
三

〇
訟

工

限
二
万
円

）

交
付
期
開

展
用
後

一
年

（
重

度
障

害
者

の
場
合

は
一
年
六
ヵ
月

）
経

過
し
た

囗
か
ら
一
年
間

。
た
だ
し
、

期
間
中
退

職
し

た
と
き
は
、
そ
の

前
月

（
退
職
し

た
日

が
1
6日
以
降

の
場
合
は
そ
の
月
）
ま
で
　

申
請

期
間
９
月
1
3日

窗
～
3
0日

丱

※
申
請

書
類
は
商
工

観
光
課
労
政

係

に
あ
り

ま
す
。

固
商
工
観
光
課
労
政
係

登
3
6
6
・
７

松

戸

市

退

職

金

共

済

掛

金

助

成

制

度

従
業

員

に
と

っ
て

「
退

職

金
」

は
、
退

職
後
の
生
活
を
支
え
て

い

く

た
め
の
人
き
な
柱
の
ひ
と

つ
と

な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
金

制

度
が
あ
る
こ
と
は
、
企
業
に
と

っ
て
優
秀
な
人
材
の
確
保

や
従
業

員
の
労
働
意
欲
を
高
め

る
た

め
に

も
重
要

な
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
、
特

定
退
職
金
共

済
に
加
入
し
て

い
る
事
業
主
に
対

し
て
、
共
済
掛
金
の
一
部
を
助
成

し
て

い
ま
す
。
助
成

の
条
件
等
制

度
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ

さ

い
。

申
請
期
間

９
月
1
7日

㈹
ま
で

※
申
ｔ
明
書
類
は
商
工
観
光
課
労
政

係
に
あ
り
ま
す
。

松

戸

市

高

齢

者

保

健

福

祉

計

画

及

び

松

戸

市

介

護

保

険

事

業

計

画

策

定

委

員

会

９
月
1
3日

窗
午
後
１
時

か
ら

会
場
市
役
所
新
館
七
階
大
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す

（
定
員
当
日
先

着
十
人
）
。
議
案
等
は
お
問

い
合

せ

く
だ
さ

い
。

圖
高
齢
者
福
祉
課

登
3
6
6
・
７
３
４

用

途

地

域

の

変

更

案

の

縦

覧

建
築
基
準
法
等

の
一
部
改
正

に

よ
り
、
用
途
地
域

の
一
部
に

つ
い

て
、
現
在
定

め
ら

れ
て

い
る
建
ぺ

い
率
の
数
値
を
都
市
計
画

の
決
定

事
項
と
し
て
表
記

す
る
た
め
の
変

更

が
必
要
と

な
り

ま
し

た
。

こ

の
変
更
案

の
縦
覧
を
次
の
と

お
口
実
施
し

ま
す

。

縦
囂

は
時
９
月

６
日

吻
～
2
0日

吻

〔
閉
庁
日

を
除
ぐ
〕
午
前
８
時

3
0分
～
午
後

５
時

（
県
都
市
政
策

課
は
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

縦

覧
場
所

市
都
市
計
画

課

（
市
役

所
新
館

九
階
）
　・
県
都
市
政
策
課

圜
市
都
市
計
画
課

登
3
6
6
・
７
３
７

２

、
県

都
市

政
策
課

昔
0
4
3
・
惣一
・

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
法
律

に
よ
り
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保

険
で
す
。
加
入
し
な
い
で
運
転

す
る
と
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
違
反
点
数
は
六
点
と

な
り
、
た
だ
ち
に
免
許
停
止
処

分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・

原
付
ぽ
転
車
は
、
特
に
期
限
切

れ
、
か
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

固
関
東
運
輸
局
千
葉
陸
運
支
局

輸
送
課
昔
鵬
・
2
4
2
・
7
3
3
5

七
十
歳
以
上
の
人
　
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

７０歳未満の人 ／自己負担限度額( 月額)

1
0
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健

表2　　　　10 月1日から

【
国
民
健
康
保
険
は
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す
】

表4　　　　9 月30 日まで

固
商
工

観
光
課
労

政
係

登
3
6
6
・
７
３

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限

は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？



＼ 講　座　名 日　程 曜日 時　 圖 会 場 講 師 定員 持ち物/費用

昼

間

講

座

現代 子ども 事情～ 今おと なが果 たす

役 割とは ～引 きこ もり､受 験戦 争､い

じ め､少 年犯 罪 等に 周 囲は どう 対 応

すべ きか

10/18 金 午後1時30分～3 時30分
女性センターゆ

うまつど

立教大学 教授

・町沢静夫 氏
ﾜO人 筆記用具/無料

暮らし の中 の知的 所有権 （特許 ・実

用新案 ・著作 権）～ ＜らし の中 で知

ってお きたいこ と
9/27 金 午後1時30分～3時30 分

女性センターゆ

うまつど

弁理士・糟谷洋

治氏
30人 筆記用具/無料

手持ち の布 でベ ストを 作ろう ～リ サ

イクルでおし やれし まし よう

10/3 ･ 10 ・ 17 ・

24 ･ 31 、11/7

〔全6回〕

木 午後2時～∠1時

タウンスクール

根木内（根木内

小学校内）

社会教育指導員

・土屋幽子氏
20人

筆記用具 一裁縫用具

等／無料

おもち やのド クタ ー養成 講座 （基礎

コー ス）～ あな たも 、おも ち やのド

クター･ナースになってボラン ティア

を！

10/4 ・ 11 ・ 18 ・

25 〔全4回〕
金 午後2時～∠1時

タウンスクール

根木内（根木内

小学校内）

松戸ボランティ

アの会会員・お

もちやドクター

20人
筆記用具／材料費実

費

歩いて みる歴史 と文学～ 秋の東 京

小さな 旅

10/8・15・29、

11/5・12〔全5回〕
火

正午～午後∠1時（初回の

み午後2時から）

都内（初回のみ

矢切公民館）

あびこｶﾞｲﾄﾞｸﾗ ﾌﾞ

･佐久間俊行氏
20人

筆記用具／交通費 一

入館料等実費

読み書 き教室 （識字学級 ） 受講生と相談の上 、日時等を決定 矢切公民館 社会教育指導員 若干名 筆記用具／無料

夜

間

秋の夜 長に 親子で 星を 楽しも う～見

上げてご らん夜 の星を …･

9/27 、10/25 、

11/29 、12/14(が

〔全4回〕

金 午後ﾜ時～9 時 矢切公民館

日本天文教育普

及研究会・小林

昭彦氏

30人 筆記用具／無料

週

末

講

座

親子で ゆび編 み「 今年 の 冬はオリジ

ナル のベスト で」 ～ゆび編 みは脳 の

活性化 に最適で す

10/5 ・ 12 ・ 19 ・

26 、11/2･9 ・16

〔全ﾂ回〕

土 午前10時～正午

タウンスクール

根木内（根木内

小学校内）

手芸講師・鈴木

賀津乃氏
30人

筆記用具／材料費3，

000 円

※子どものみの参加可

親子で ビー ズア クセサリ ーづく り～

親子で おし ゃれな ア クセ サリーづ ＜

リ の競争 をし まし よう

10/5・12・19

〔全3回〕
土 午後IE侍30分～3時30 分

タウン スクール

根木内（根木内

小学校内）

ビーズ講師・菊

池セリナ氏

30人

(小学

3年生

に)

筆記用具・ラジオペ

ンチ・ハサミ・トレ

ー3枚・セロテープ

／材料費3,000 円

家庭教育の広場「秋のファミリーキャン

プ」～アウトドアでお父さ んも 、お母さ

んも頑張って！

10/26fct)=オリエンテーション午前10時～正午、

11/ 9㈹・10(日)＝キャンプ 実習

矢切公民館、船

橋県民の森

アウトドア・ア

ドバイザー・小

野勝重氏ほか

10家族
持ち物は オリエンテ

ーションで説明

親子で国際交流（アジアの食卓）～土曜

日はアジアン気分で

11/9､12/14､H15.

1/18〔全3回〕
土 午前10時～午後2時 市民会館

台湾料理研究家

・糸川若蘭氏ほ

か

仰組

(小学

3年生

以上)

筆記用具・エプロン

・ふきん・クッパー

／材料費親子で5,00

0円

介護する大 される人の心得教室～気持

ちよく介護し 、また、されるためには
11/30 土 午前10時～正午

六実市民センタ

ー

千葉 県ホ ーム ヘ

ル パー協 議会 会

長 ・松本 玲子 氏

ﾜ○人 筆記用具／無料

●仲間をつくってイキイキ子育て

期 日 時間 内 容 講 師

9/20c

午前

ｍ

時30

分
～

午
後
Ｏ

時30

分

オリエンテーション

こどもとあそび

親子の遊び・集団の遊び

日本児童遊戯研究所長・有

木昭久氏27銜

10/ 4銜 自己紹介

子育てについての悩みや不安をみん

なで出し 合つてみよう

女性の学習情報をつなぐ会

・西山恵美子氏
11銜

18窗
心と身体の健康

3歳児の日常生活での注意点
市保健師

25銜
｢心のバリアフリー｣ｲ鬯吐の違いを認め、
尊重し合う社会とは

わかば園施設長 づ工澤嘉男氏

11/ 1窗
｢アロマテラピー｣自然の恵み、ハープ

の香りでリラックスタイム

日本アロマテラピー協会・

長谷川9ﾑう工氏

8窗
幼児期における家庭教育

心を育むコミュニケーション

東京メンタルヘルスアカデミ

ー・淵上規后子氏

15銜
保育室での子ども たち
保育風景見学

まつど一時保育ネットワーク

22窗
家族について

夫・子ども ・親との関係 女性の学習情報をつなぐ 会
・西山恵美子氏

2畋
まとめ

自信を持ってイ半イ半子育て

12/ 6 ㈲
フォローアップ

グループ 作りに向けての話し 合い
公民館職員

会場常盤平体育館　対象3歳児とその翩（3回目以降、親子は離れて学習

します） 定員32 組（抽選）　費用無料（教材費として､ 保育用品代200

円・アロマテラピーフ00円程度実費）

圃9月12日團〔必着〕までに､往復ハガキに住所・親子の氏名・親子の年齢･

子どもの生年月日・電話番号・返信用あて名を記入して、〒2「71-0094 松

戸市上矢切299 の1総合福祉会館内　公民館幼児家庭教育学級係(a368-

1214) へ

※3歳児以外に連れてくる子どもがいる場合は､その子の名前・生年月日も必

ず記入してください。

パークセンター催し物
行　事　名 日　時 講　師 定 員/費用

園芸教窒

｢青空の下で寄せ植
え｣

9/16 脯

午後1時30分

～3時30 分

みどりの相談

員・丸尾三恵

子氏

30人

1,000 円

圃芸教室

｢食虫植物の話｣

9/21R

午後1時30分

～3時

みどりの相談

員・渡辺重吉

郎氏

45人

無料

みどりの講習会

｢秋のハンギングバス

ケット｣

9/28tt)

午後IE持30分

～3時30 分

ハンギングバ

スケットマス

ター・秋山英

史氏

30人

2,500 円

(材料持ち込

み1,500円)

森のクラフト 教室

｢シルクスカーフの

草木染｣

10/5 仕）

午後1時30分

～4時

染織家・小林

優子氏

25人

2,000 円

園芸教室

｢秋のが－デニング

作業｣

10/60日)

午後1時30 分

～3時

みどりの相談

員・青島尚祐

氏

45人

無料

自然観察会

｢秋の昆虫観察会｣

10/13d日)

午後1時30分

～3時30 分

プロ ナチュラ

リ スト ・佐々

木 洋氏

30 人

無料

圃電話でパークセンターS345-8900 へ（先着順）

講

案

座

内
対

象
：

市

内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

申
し
込
み
…
９

月
1
3日
窗

〔
必
着
〕
ま
で
に

、
往
復
ハ

ガ
半
に
講
座
名

・
住
所

・
氏
名
（
ふ

り

が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
返
信
用
あ
て
名

を
記
入

し
て
、一
ふ

－
0
0
9
4

松
戸
市

上

矢
切
二

九
九
の

一
総
合
神

祉
会
館
内

公

民
館

（
ａ
ｗ
∇

－
２
１
４

）

ぺ

※
「
秋
の

フ
ァ
ミ
リ

ー
キ
ャ
ン
プ
」
は

、
参
加
す

る
家
族

全
員

の
名
前

・
年
齢
を
記
入

し

て
く
だ
さ
い

。

※
往
復
ハ

ガ
半
一
枚
に
つ
き
一
講
座

（
本
人
の
み
）
の
申
し
込
み

。
定

員
を
超
え

た
場
合

は
初
め
て
の
人

を
優
先

し
、
抽
選

し
ま

す
。

定
員
に
満
た
な
い
講
座

は
、
９

月
1
8日

㈲

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

。

※
会
場
に
よ

っ
て
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、
電
車

・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆元気にボランティアしよう～21 世紀は老老介護の時代？～(企画=  SUNSUN 会)

日　時 会　場 テーマ 講　師

10/ 1 ㈲

午後1BS30 分～3時30 分 女性センター

ゆう まつど

元気にボランティアしよう～高

齢者が支えるボランティア活動

我孫子市生涯学習セン

ター長・渥美省一氏

10/  8W

午後1時30 分～3時30 分

元気がいちばん～健康増進は 、

こころ・からだの両立

島村トータルケアクリニ

ツク院長・島村善行氏

10/15W 午前班＝10 時市役所集合

午後班＝1時30 分市役所集合

施設訪問とボランティア団体と

の交流

午前班＝特別養護老人

ホーム・マーシィヒル、

午後班＝特別養護老人

ホーム・南花園職員

10/22W

午後1時30 分～3 時30 分 女性センター

ゆう まつど

ボランティア団体の体験報告

高齢社会をよくする松戸ゆう

ゆう会会除 呆け老人をかか

える家族の会千葉県支部会員

11/ 5 脚

午後1時30 分～3 時30分

まと め （話し 合い ） ～ 自 分 に

も で きる ボラ ン ティア とは

我孫 子市生 涯学習セ ン

タ ー長 ・渥美 省一 氏

◆もっと知りたい１高齢者のくらしと介護保険（企画＝やよい会）

日　時 会　場 テーマ 講　師

10/ 3 ㈲

午後1時30分～3 時30分

女性センターゆ

う まつど
介護保険の現状と今後の課題

大正大学教授・橋本泰

子氏

10/　9ぐﾎ)午後1時　馬橋駅改札口集合
高齢者福祉施設（特別養護老人

ホーム・デイサービス）訪問

特別養護老人ﾎｰﾑ 陽光苑

施設長・恩田美智子氏

10/17 困

午後1時30 分～3 時30分

女吐センターゆ

う まつど

在宅介護サービスの上手な受け

方
市職員

10/26R
午後1時30分～3 時30分

女性センターゆ

う まつど
高齢者福祉施設の賢い選び方

北区社会福祉事業団あじさい

荘副施設長･ 鳥 海房 枝氏

10/31W

午後1時30分～3 時30分
市民会館 グループディスカッション 企画委員・近藤剛氏

定員35人

こ

の
寺

子

屋

で

は

、
こ

れ

か

ら

ラ
ー

メ

ン
店

を
開

業

し

た

い
人

に

。

三

ヵ

月

間

で

基

本

的

な

技

術

を

習

得

し

て

い
た

だ
き

ま

す
。

開

講

期

間
・：
９

月
3
0
日

囲

（
第

一

期

ス

タ

ー
ト

）

～

平

成
1
7
年

３
月

末

（
合

計

十

期

）

講

習

期

間

…

一

期

十

二

週

（
月

～

土

曜

日

の
う

ち

週

五

日

、
壬

朋
1
0

時

～

午

後

５
時

）

募

集
時

期

…

随

時

（
平

成
1
6
年
1
2

費用無 料（交 通費実費）

五
香

さ
く

ら
通
―
商

店
会
で
は
、「
ら
１
め
ん

寺
子

屋

」

を

開
設

し

、

ｔ

瓷
を
鰥
叭
し
ま
す

。

月

ま

で

）

募

集

定

員
・：
七

人

二

期

に

つ

き
）

苣

叩

：
入

学

金

十

五

万

円

、

授

業

料
四

十
五

万

円
（
三

力

拜

分

）
、

合

計

六

十
万

円

（
消

費

税

を
含

む

）

※

こ

の

事
業

は

、

商

店

街

空

き

店

舗

対

策

里

栄
と

し

て

県

お

よ

び

市

の
公

的

な

補

助

を

受

け

、

五

香

さ

く

ら

通
ひ

商

店

会

が

実

施

・
運

営

す

る

も

の
で

す

。

圖
五

香

さ
く

ら
通

り

商

店

会

「
ら

１

め

ん

寺

子

屋

委

員

会

」

容
0
8
0・

５

０

３

５

・
1
5
4
1

丶

恵

同
工

観

光

課

商
工

振

興

係

登
3
6
6・
７

３

ら
ー
め
ん
寺
子
屋
生
徒
を
募
集

市
民
自
主
企
画
・
公
民
館
成
人
講
座

まつどクラシックカーフェスティ
バル（第1 回）の参加者を募集

第29 回松戸まつりでは

西口地下駐車場で「くる

ま自慢」の皆さんの愛車

を展示するクラシックカ

ーフェスティバルを行い

ます。

開催日時…10 月5日出・６日日午前11 ㈲～午後?時

会場…松戸駅西口地下駐車場内

参加資格…展示できるクラシックカーを所有し 。

自分で会場まで持ち込める人

募集台数…約60 台

圃9 月20 日廊 〔必着〕までに 、参加車両の車検証

の写しと車両の写真を同封の上 、住所・氏名・連

絡先（日中に必ず連絡のとれるところ）を記入し

て郵送で、〒271－8588 松戸市役所商工観光課へ

囮まつどクラシックカーフェスティバル事務局・

吉岡a09 （卜3497-5439

公民館成人講座 第Ⅱ期

公
民
館
成
人
講
座
第
Ⅱ
期
、
市
民
自
主
企
画
・
公
民
館
成
人
講
座
の
申
し
込
み

定員30人　費用無料

21 世紀の森と広場



「
が
ん
ば
れ
ポ
ッ
チ
ー
物
語
」

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
用
原
画
を
募
集

森

の

ホ

ー
ル
2
1
が
来

年

開

館

十

周

年

を

迎

え

る

の

を

記

念

し

て

、

来

年

い
1
1
1
1

一
月

に

市

民

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

を

行

い
ま

す

。

こ

れ

は
、

市

民

か
ら

出

演

者

や

運

営

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

な

ど

を

広

く

募

り

、
市

民

が

演

じ

る
市

民

参

加

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル
で

す

。

今

後

、
出

演

者

・
講

座

の

参

加

者

・

運

営

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
な

ど

の

募

集

を

予

定

し

て

い
ま

す

。

募

集

は

、

そ

の
都

度

広

報

ま

つ

ど

で
行

い
ま

す

。

今

回

は

、
「

が

ん

ば

れ

ポ

ッ

チ

ー
物

語

」

の

ポ

ス

タ

ー

・
チ

ラ

シ

用

原

画

を
募

集

し

ま
す

。

応

募

資

格
：

市

内

在

住

・
在

勤

・

在

学

の
人

募

集

作
品

…

●

図

柄

図
案

中

に

標
語

等

の

文

字

は

一
切

呼
人
し

な

い
で
く

だ
さ

い
。

●

絵

具
特
に
制

限

は

あ
り

ま
せ

ん
。

●

用

紙

Ｂ

３

判

ま

た

は

四

つ

切

り

画

用

紙

（
縦
5
1
～
5
4
惣

、

横
3
6
～

3
9惣
）
と
し

、
面
用

紙

は
必

ず
「
縦

方

向

」

に

使

用

し

て

く

だ

さ

い
。

※

他

の
コ

ン

ク

ー

ル
で

入

賞

し

た

作

品

は

応

募

で

き
ま

せ

ん

。

※
入

賞

作

品

は

、

ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル
　

２

松

戸

市

千

駄
堀

六
四

六

の

四

広

報

宣

伝
活

動

に

使

用

し

ま

す
　

姉
松

戸

市

文

化

振

興

財

団

へ

（
月

（
作

品

の

著

作

権

は

魍

松

戸

市
　

曜

休

館

）

文

化

振

興

財

団

に

帰

属

し

、

作
　

※

作

品

は
丸

め

た

り

、

折

っ
た

り

品

は
返

還

し

ま

せ

ん

）
。
　
　
　
　
　

し

な

い
で

く

だ

さ

い
。

応

譽
＆

法
…
1
0
彑

Ｄ
日

天

ま

で

に

、

詳

細

は

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

に

も

掲

載

直

接

ま

た

は
郵

送

で

作

品

の
裏

面
　

し

て

い
ま

す

。
Ｕ

Ｒ

Ｌ

日

日

ぐ

に
、
住
所

・
氏

名

・
年

齢

（
学

年
）
　
w
w
w
.

ヨ
ｏ
ｒ
ｍ

ｏ
ｈ
ａ
１１２
」
ｃ
ｏ
ｍ

・
勤

務

先

（
学

校

名

）
　・
電

話

番
　

圖

剛

松

戸

市

文

化

振

興

財

団

昔
3
8
4

号

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－

２

２

５
　

・
2
2
2
1

あ まだ れの兄 妹、 ポッチ ーとチ ャ ツピ イは水 の

子 ども で す。二人 は 、森があ って 、大き な川 があ

って 、大 きな街 があ って 、人 がたく さん 住んで い

る松戸 に行き､ 松戸 の人たち と仲良し になろう と、

地上 に旅 するこ とを とても 楽し みにし てい ます。

し かし 、そこ には グレ イ ・ウォ ータ ーズと いう、

水を 、地 球を 汚染 して 世界を 制覇し よう という 一

団 がいて 、空から 降 ってくるあ まだれた ちに酸 性

雨 の矢 を 打って 、次々 と汚染し て グレ イ ・ウォ ー

タ ーズの一味 に引き 入れてし まうので す。

ポッチ ーとチ ャ ツピ イは グレ イ ・ウォ ータ ーズ

の 汚染 の矢 から 逃 れて 、松 戸 に降 って き ます が、

二人 が生 きていく の に必要な 、純粋 でお いしい き

れい な水 が見つ かり ません。 兄と妹 は互 いに、 残

り 少ない きれいな 水を「 ゆ ずり あい 」 ますが、 つ

い に、 妹の チ ャ ツピ イの命 は果 て てし まい ま す。

そし て、 ポッチ ーは泣 きながら 天 にも ど ってい き

ま す｡ ポッチ ーとチ ャツピ イの悲劇を救え る のは、

だ れなん でし ょう か ？グレ イ ・ウォ ータ ーズ の陰

謀に勝 てる力 とは、な んな のでし ょう か？

「 水と自 然を考え る」 エンデ ィン グで 幕がおり

ま す。

講　座　名 日　　　　　　時 定員／費用

日 商簿記3 級受

験講座

9/20～11/11の毎週月･水･金曜日(9/23 パOパ4、

11/4は除く八全20回〕午前9時30分～11時30分

15人/20,000 円

(15,000 円)

日 商簿記2級受

験講座

11/9-～H15.2/15 の毎週土曜日(11/23､12/28､H

15.1/4は除＜）〔全12回〕午前10時～午後4時

15人/30,000 円

(25,000 円)

宅地 建 物取 引

主任 者資 格 取

得講座

11/2～H  15.7/19の原則毎月第1・2・3土曜日

(H  15.1/4、5/3は除く）〔全2ツロ 〕午後1B#30

分～4時30 分

20人745,000 円

(35,000 円)

※テキスト代実費

マンション管理

士・管理業務主

任者受験講座

9/27 ～11/27 の毎週月･ 水･ 金曜日(10/14 、

11/4iは除く）〔全25 回〕午後6時30 分～9時

20 人/40,000 円

(30,000 円)

※テキスト代実費

実用英会話基礎

講座

10/15 ～12/17 の毎週火日覆日〔全10回〕

午前10 時～11 時30分

25人/10,000 円

※テキスト代実費

実用英会話初級

講座

10/2～12/18 の毎週水曜日［全12回〕

午後1時～2時30 分

25人/13,000 円

※テキスト代実費

実用英会話中級

講座

10/2～12/18 の毎週水曜日［全12回〕

午前10 時～11 時30分

25人/13,000 円

※テキスト代実費

中国語入門講座

～北京語

10/1～12/17 の毎週火曜日〔全12回〕

午前10 時～11 時30分

20人/13.000 円

※テキスト代実費

男の料理教室
10/19 ～H  15.3/15の毎月第3土曜日（卜引5.1月

は除く）〔全5回〕午後2時～4時

20人

15,000 円

気功入門講座
10/4 ～12/20 の毎週金曜日〔全12 回〕午後1時

～2 時20分

30人

12,000 円

太極拳入門講座
10/4 ～12/20 の毎週金曜日〔全12 回〕午後2時

30 分～3時5〔）分

30人

12,000 円

健康ヨーガ入門

講座

10/4 ～12/20 の毎週金曜日〔全12 回〕午前10時

30 分～正午

25人

12,000 円

フラワーデザイ

ン入門講座

10/10 ～H  15.3/6の毎週木曜E］(12/26 、H

15.1/2は除く ）〔全20回〕午前10時～正午

20人/10,000 円

※花材費個 約i2,000円

フラワーデザイ

ン中級講座

10/10 ～H  15.3/6の毎週木曜日(12/26 、H

15.1/2'は除＜）〔全20 回］午後1時～3 時

20人/10,000 円

※花材費個 約3,000円

筆ペン初級講座

10/7～H15.2/24 の毎週月曜日(10/14 、11/∠卜

12/23・30 、H  15.1/6 ・ 13は除く）〔全15 回〕

午後1時30 分～3 時30分

20人/｢7,500円

※テキスト代等2,500円

筆ペン中級講座
10/11～H  15.2/7'の毎週金膕日（捏/刀､ 日1引/3

・10は除く）〔全 巧回〕午後1時30分～3時30分

20人/ﾜ,500 円

※テキスト代等2,500円

陶芸入門講座
10/3 ～12/19 の毎週木曜日〔仝12回〕

午前10時～午後O時30分

18人712,000 円

※孤 代3,皿 円･材積 類

カラーコーディ

ネート応用講座

10/8 ～12/24 の毎週火曜日〔全12 回〕午後1時

30分～3 時30分

20人712,000 円

※テキスト代等3,000円

日曜大工講座

11/10 ～H  15.10/19 の 原 則毎 月第2 ・3 日曜 日

(12 月 ］ 月 、8月 は １回 八 全21 回〕午前9 時 ～

下午

20 人/3 ヵ 月ごと に

9,000 円

※材料･ 道具ｨ弋奥 曹

会場 松戸 地域職業訓練センタ ー（テクノ21 ）・松戸 市小 金原1 の19 の3

圃9 月５日㈲午前９時 から受 講料を添えて､ 直接 松戸地域職業訓 練セン ター（昔

349-3200) の窓口へ （本人 分のみの受け付けとなり ます）。

※受付 開始時 に定員を超えた場合 は抽選となり ます。

※費用 のうち（　）内 は当会員事業所 または当 団体会員メン バーの場合で す。

《松戸では8時になったらおはなしタイム》

期 日 会　場 時　胄 プログラム

9/11團 図書館本館
午後3時30分～

4時

絵本「こぶとりじいさん」

紙芝居「さんびきのこぷた」

18㈲ 図書館小金分館
午後3時～3時

30 分

絵本「こぶとりじいさん」

紙芝居「さんびきのこぶた」

21倒
おはなしひろば

(青少年会館)

午前10 時～正

午（おはなし会

は午前IC）時30

分～11 時）

絵本「こぶとりじいさん」

紙芝居「さんびきのこぶた」

2衂

野菊野子ども館
午前10 時40分

～11 時10分
絵本とミニ講座

図書館本館
午後3時30分～

4時

絵本「こぶとりじいさん」

紙芝居「さんびきのこぶた」

10/2 ㈲ 新松戸市民センター 午後3時～4 時 ｱﾆﾒ ーション、人民嚠

頓 常盤平市民センター
午後3時30分～

4時
アニメーション、人形剰

時間午前10 時30 分～11 時30 分

対 象乳 幼児 の 保護 者 また は 絵本

に 関心の ある 人　定 員 各先 着30

人　費 用 無料

圃電 話 で紂 ｷ公゙戸市 お はなし キ ャ

ラ バン 贄ヌ∠14―303'ワヘ

癲ＩＴ学習支援コース（パソ

コンを使用しての自主学習）

対象3～9歳くらい　持ち物靴を入れるビニール袋　費用無料

※アニメーション「はろるど まほうの くにへ」、人形劇「フレ

デリックと金のりんご」

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

圖市立図書館H365-5115

期 日 会　場

10/1 Oft)新松戸市民センター

11銜 明市民センター

17困 馬橋市民センタ ー

1陬）常盤平市民センター

24困 女性センターゆうまつど

25銜 和名ケ谷スポーツセンター

期日 利用時問

10/5Q)
午前9時30分～午後O時30分

午後1時30分～4 時30分

9冰）午後ら時～9時

13(日)
午前9時30 分～午後○時30分

午 後1 時30 分～4 時30 分

17㈲ 午後6時～9時

19出
午前9時30 分～午後〇時30分

午後1時30分～4時30分

22叫 午後6時～9時

25㈲ 午後ら時～9時

身パソコン操作習得コース

コース名 日　程

初めてのパ
ソコン

10/ 7け8 ㈲　9 冰）

10/2&㈲・29㈹・30魯）

WORD&EX
CEL 基礎1

10/10$)･11 窗・12圉

10/24休卜25 ㈲・26倒

WORD&EX

CEL 基礎2
10/21( 月)・22 固 ・23 ㈲

時間… 午前9 時30 分～ 午後∠1時30 分

対象…求 職者

定員… 各20 人

費用… 無料〔た だし テキ スト代実 費〕
足員…各回先霜㈹人
費用…血料

圃 「 パソ コン 操 作習 得 コ ー ス 」は 、「求 職 受 付 票 」 持参 のう え 、９

月10 曰く火）午前9 時か ら 、「IT学 習 」は9 月1 ワ日（火）午 前9 時 から 、直接

窓口 で受 け 付け （「IT学 習」 は電 話 での受 け 付けも 可 ）

固松戸 地域 職業訓練センタ ー（松戸 市小 金原1 の19 の3)  S349-3200

※受付開始時 に定 員を超えた場合はそ の場で抽選となり ます。

※受付当日は 、車での来場はご遠 慮く ださ い。
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入口 時
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９ ９ ※30
１０ 50 55 10 10

11 00 １１
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１３ 10 15 20 １３

14 14 Ｓｎ

※印 のバスは 、23日匈 の み運行し ます。

パソコン講座
お
は
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し
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ャ
ラ
バ
ン

テクノ21(松戸地域職業訓練センター)

おすすめ絵本講座

図
書
館
が

お
休
み
し
ま
す

絵本講座日程表

～子育てに生かす絵本

あらすじ

市民ミュージカル「がんばれポッチー物語」

～地球を愛したあまだれ君～

imit り?£Ｄ･･mimi が2jμ輩2阿公演

会 匐…森のホール2j大ホール

作・作詞＝東龍男、作曲＝飯沼信義、演出＝ラ

ッキイ池田、プロデュサー＝林護

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

森
の
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ー
ル
2
1開
館
十
周
年
記
念
事
業
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8日

賄
～
2
1
日

本
・
ｓ

日

㈹

、
1
2月

２
日

丱

・
９
日

囲

・
2
0

日

窗
（
ほ

か

実

習
一

ば

）
　
会

場

松

戸

市

福

祉

公

社

ほ

か

対

象

全
回

受

碍
川
能

な
人
　

定
一
興
五
十

人
（
抽

選

）
　
費
用

一
万

一
千

円

圃

９

月
1
8
日

水

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

（
一

人

一

枚

）

に

住

所

・
氏

名

・
生

年

月

日

（
年

齢

）
・

電

話

番

号

・
受

講

目

的

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
6
5

松

戸

市

南

花
島

四

の

六

三

の

五
　

㈲
松

戸

市

福

祉
公

社
（

昔
3
6
8
2
9
4
1

）
へ

【

】
ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

亠

二

級

養

成

講

座

1
0月

９

日

水
工

‥‥１１月
2
1
日

困
〔
全

十

回

〕
　

侖
逎

市

民

劇

場

ほ

か

対

象

市
内

在

住

で

六

十

～

六

十

五

歳

の

全

回
受

講

可

能

な

人
　

定

員

二

十

人
（
抽

選

）
　
杤
用

三

千

百

円

匣
９

月
1
7
日

㈹
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

狠
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・

生

年
月

日

・
電

話

番

号

・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
2
2

5
1

松

戸

市

金

ケ
作

二

七

七

の
四

他
松

戸

市

シ
ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー

（

昔
3
8
4・
3
1
9
1

）
　へ

松戸 ＩＴボランティアの会講座

講座名 日　時 内　容 持ち物／費用

Excel 初 級 講 座

9/1OW ・17 ㈹

・24 ㈹ 〔全3 回 〕

午 前10 時30 分 ～

正 午

簡 単 な 家 計 簿 を

作 り な が ら エ ク

セ ル の 基 本 を 学

ぶ

筆 記 用 具

2,000 円 （3 回

分 ・ テ キ ス ト

代 を 含 む ）

メ ー ル を は じ

め よ う講 座

9/14Ct) 午 前10 時

30 分 ～ 正 午

メ ール の 送 受 信

等 の 基 本 を 学 ぶ

500 円( テ 牛 ス

ト 代 を 含 む)

会場…文化ホールＩＴ講座室（松戸ピルヂング4階）

定員…各先着8人

畄午前9㈲から､電話で松戸ＩＴボランティアの会酋367 －8889 へ

「

」
ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

指

導

者

講

習

会

９
月

８
日
収
午
前
９
時
5
0分
～

午
後
５
時

会

場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健

康
福
祉
会
館
）
　

内

容
ス

カ
ウ
ト

教
育
の
原
理
と
基
本
的
な
方
法

対
象
十
八
歳
以
上
の
人
　

持
ち
物

筆
記
用
具

費
用
二
千
円

（
資
料

・
昼
食
を
含
む
）

齋

｀
話
で

ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
松
戸

第
二
団
・
小
川

昔
0
4・
７
１
５
９

・
1
1
3
6

へ

「

」
手

あ

み

と

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

ギ

ル

ド

講

習

会

①

９

月
1
9
日

本

・
2
6
日

水

②

９

月
2
0
日

蚩

・
2
7
日

溺
各

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

半

小
金

原

市

民

セ

ン

タ

士

⑦
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

巷
甬

各

五

千

円
（
材

料

費

を

含

む

）

※
持

ち

物

は
お

問

い
合

わ

せ

を

圖
松

戸

生

活

文

化

協

会

・
安

達

容

3
4
3
・
6
8
9
8

［
］
初

心

者

き

も

の

着

付

け

講

座
９
月
1
8日
～
1
2月

４
日

の
毎
週

水
曜
日

〔
全
十
二

回
〕

午
後
１
時

～
４
時

会
場
小
金
原
市
民
セ

ン

タ
ー
　
酋
用

一
万

三
千
八
百
円

※
持
ち
物

は
お
問

い
合

わ
せ
を

固
松
戸
生
活

文
化
協
会
・
安
達

公

3
4
3
・
6
8
9
8

［
］
大

正

琴

初

心

者

講

習

会

９
月
Ｈ
日

出
・
2
8日

出
午
前
1
0

時
～
Ｈ
時
3
0分

会

場
馬

橋
市
民

セ
ン

タ
ー
　
杤
用

無
料

※
大
正

琴

の
無
料

貸
し
出
し
あ
り

圖
大
正
琴

を
楽
し
む
会
・
小
宮

登

0
9
0
・
９
３
７
１

・
7
3
0
0

［
］
社

交

ダ

ン

ス

無

料

講

習

会

９
月
Ｈ
日
～
1
0月
2
6日

の
毎
週

土
曜
日

〔
全
七

回
〕

午
前
９
時
3
0

分
～
1
0時
3
0分

会
場
八
ヶ
崎
市

民
セ
ン

タ
ー
　
内

容
モ

ダ
ン

こ
フ

テ
ン

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
フ
イ

ガ
ー

圈
さ
わ
や
か
社
交

ダ
ン
ス

サ
ー
ク

ル

・
浅
田

昔
3
8
5
・
5
1
4
5

「
」
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

秋

の

葛

飾

、

万

葉

の

植

物

」

９
月
1
7日

㈹
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
堊

父
流
室
テ

ン
ト
小
屋
　

定
員
先
着
十
二
人

費

用
五
百
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

圉
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ

ク
ス
で
松
戸
ま
ち

づ
く

叺

父

流
室
テ
ン
ト
小
屋

登
囲
3
6
7
・
8
8

2
7
へ

［
］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

お

も

ち

や

作

り

の

楽

し

み

」

９

月
1
5
日

撮
午

後

２

時

～

３

時

3
0分
　

会
場

サ

ン
ヨ

ー
ホ

ー
ム
（
八

柱

駅

下

車
二

分

）
　

費
用

無

料

圜

金

本

（
サ

ン

ヨ

ー
ホ

ー
ム

内

）

登
誣

・
０

０
乙
Ｑ
乙
１

［

］
詩

吟

無

料

講

習

会

①

９

月
1
2
日

～
2
6
日

の
毎

週
木

曜

日

〔
全

三

回

〕

午

前
1
0
時
～

正

午

②
９

月
1
3
日

上

回
日

の
毎

週

金

曜

日

〔
全

三

回

〕

午

前
1
0
時
～

正

午

龠
場

①
稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

②
舌

ケ
崎

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

漢

詩

・
現

代

詩

・
歌

謡

入

り
吟

詠

回
新

松

戸

吟

道

会

・
荻

谷

昔
3
6
8・

［

］
詩

吟

基

本

講

習

会

９

月
2
1
日

①

、
1
0
月

５

日

出

・

1
9口

出

〔
全

三

回
〕

午
前
1
0
時

～

正

午

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

漢

詩

・
和

歌

な

ど

を

吟

詠
　

苣

塵

一
千

円
（
テ

キ

ス

ト

代

）

瞑
吟

亮

流

詩

吟

サ

ー

ク

ル
馬

橋

教

室

・
坂

井

登
3
4
5・
3
7
2
9

口

千

葉

大

学

オ

ー

プ

ン

ー
リ

サ

ー

チ

ニ

○

○

二

９
月
2
5日

水
午
前
1
0時
～

午
後

６
時
3
0分

会
場
千
葉
大
学
け

や

き
会
館

（
Ｊ
Ｒ
西
千

葉
駅
下

車
徒

歩
七
分
）
　

内

容
研
究
紹
介

・
特

許
情
報
公

開
な

ど
　
蓄
兩

無
料

圈
千
葉
大
学
共
同
研
究
推

進
セ

ン

タ
１

＆
0
4
3
・
2
9
0
・
3
5
6
5

［
］
沖

縄

秘

伝

武

術

講

習

会

９

月
1
5
日

射

・
2
2
日

㈲

〔
全

二

回

〕

午

後

７
時

～

８

時
3
0
分

会

場

市
立

第

二

中

学
校
　

対

乖

市

内

在

住

の
中

学

生
以

上
　

春
爾

蕪

料

固

山

口

昔
0
9
0・
９

３

９

６

・
９

２

圃 ① ②③電 話で青少年会館≪344  -8556 へ

④9 月15 日勍 〔必着〕 までに 、往復八力半に

住所･ 参加者氏名 ・保護者氏名 ・学年 ・電話

番 号を 記入し て 、〒270 －0035 松戸市新松

戸 南2 の2　 青少年 会館 、または 返信用ハガ

半をもって直接窓口へ （午前9 時～ 午後9 時）

青少年会館

教室名 日　時 会　場 内容／講師 対　象 定員 費用

① ザ ・中 高 生

生 花 の ア レ ン ジ

オ ブ ジ ェ 制 作

9/6(:匍 午 後ら時 ～

８時 、9/7 仕)午 前

10 時 ～ 正 午
青少年会館

青 少 年 会 館 開 館25 周 年 記 念 演

劇 祭/ “ア ー ド ノCフ ォ ー マ ン ス

ま つり./ で 会 館 ロ ビ ー 匸 飾 る

オブ ジ ェ と ブ ー ケ 作 り （ブ ー

ケ は 持 ち 帰 り 可 ）

生 け 花 研 究 家 ・井 上 美 恵 子 氏

中学生～18
歳まで

先着10
人

教材費
800 円

② キ ッス リ ズ ム

ダ ン ス教 室

9/18 ～10/30 毎 週

水 曜 日〔全ﾜ 回] 午

後5 時20 分 ～ﾂ 時

青少年会館
樋野口分館

高 橋 智 子 氏 （ダ ン ス イン ス ト

ラ ク タ づ

小学3 年生
～中学3 年

生

先着30
人

無料

③ ザ ・中 高 生 講

座 「ヒ ッ プ ホ ッ

プ 囗 ツ キ ン グ 」

9/27 ～11/1 毎 週

金 曜 日〔全6 回 〕午

後6 時～8 時

青少年会館 三浦亮氏（元ジヤニーズヅユ
ニア所属）

中学生～18
歳まで

先着20

人
無料

④ 青 少 年 教 室 企

画 実 行 委 員 会 主

催 「親 子 で 江 戸

風 鈴 づ く り 冂

10/5 圉 午 前9 時30

分 ～ 正 午( 集 合 新

松 戸 駅 前 午 前8 時

価 分､ 現 地 解 散)

篠 原 風 鈴 本

舗 （江 戸 川

区 南 篠崎 町 ）

ガ ラ ス の 吹 き 棒を 風 鈴 の 型 に

吹 い て 絵 付 け を する

小 学 ３年 生

～ 中 学 生 と

そ の 保 護 者

15 組

(抽 選)

1人1,200

円 （ 交 通

費 実 費 ）

【

】
パ

キ

ス

タ

ン

料

理

講

習

会

９

月
2
6
日

本

午
前
1
0
時

～

午

後

１
時

会

場
女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど
　

定

員

先
着

三

十

人
　

費

用

五

百

円

（
材

料
費

を
含

む

）

圉

９

月
1
2
日

困

ま

で

に

、

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

お

い
し

ん

ぽ

の

会

・
長

濱

昔

限
3
6
5・
６

７

＆

５

へ

18歳以上の身体障害者が自動車免許を取得して就職をしようとする場

合､「身体障害者運転能力開発センター」（新座市）で所定の教習料金が無

料（検定料などは自己負担）で運転教習が受けられます。

対象次のすぺてに当てはまる人①公共職業安定所に求人登録をしてあ

る人②運転免許試験所での適性検査に合格した人③身体障害者運転能力

開発センターが入所を認めた人　入所日1 月・４月・7月・10 月各月初め

訓練期間3ヵ月

閼身体障害者運転能力開発センタ一り||上S048-481-2711  (月曜休館）

所在地松戸市小金原4 の3の10　 面積388.6! 平方航

用途地域（建ぺい率／容積率） 第1種 低層住居専用

地域（50に ……ダ100よ） 参考価格2,860 万円（近隣取

引事例に基づく入札の目安）　 入札日9 月11日湘

※入札案内書は各地域県民センターで配布中

固県庁総務部管財課公有財産班Q043 ―223 ―2091

［
］
イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

接

種

イ

ン

フ

ル

エ
ン

ザ
予

防

接

種

を

希

望

す

る

次

の
人

は

、
1
0
月

１

日

か

ら
1
2
月

末

ま

で

、

無

料

で

受

け

ら

れ

ま

す

。

対

象
松

戸

市

に

住
民

登

録

を

し

て

い
る

①
満

六

十

五

歳

以

上

の
人

②
満

六

十

歳

以

上

六

十

五

歳

未

満

で

心

臓

・
じ

ん

臓

・
呼

吸

器

の
機

能

・
ヒ

ト

免

疫
不

全
ウ
イ

ル

ス
に

よ

る

機

能

障

害

が
あ

り

、

身

体

障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い
て

一
級

の

認

定

を

受

け

て

い

る
人
　

接

種
場

所

「
イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

接

種

実

施

医

療

機

関

」

と

掲

示

し

て

い

る

所
　

榕
種

目
薮

一
回

接

種

三

回

目

は

有

料

）

圃
各

支

所

の

市

民

健

康

相

談

室

か

「
イ

ン

フ
ル

エ
ン

ザ
予
防

拾
種

宇
葹

医

療

機

関

」

と

掲

示

し

て

い

る
所

ご
哩

現

ま

た

は

Ｈ
月
3
0
日

出
〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、
官

製
（

ガ
キ

に
「
イ

ン

フ
ル

エ

ン

ザ
申

し

込

み
」

・
郵

便

番

号

と

住

所

・
氏

名

・
生

年

月
日

・
電

話

毎
号
を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
7
2

松

戸

市

竹

ケ
花

七

四

の
三

中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
内
　

保

健

福

祉

課

予

防
衛

生
係

（
ａ

莇

・
7
4
8
4

）
　へ

警察では、ストーカー行為・ＤＶ事案 一児童虐待等

の犯罪被害に関する警察相談を受け付けています。

▼相談サポートコーナーO043-22 ワー9110

#9110  (全国共通、プッシュ回線のみ）

▼女性被害110 番B043 ―223 ―0110

▼女性相談所（電車内の痴漢等）・0120-0 ∠旧－22 ∠|

圖松戸警察署0369 ―0110､ 松戸東警察署登349 ―0110

［

］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

９

月
2
1
日

出

午
前
1
0
時

～

午

後

３
時
　

会

場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康

福

祉
会

館

）
　

内

容

松
戸

市

精

神

障

害

者
家

族
会

土

曜

会

会

員

に

よ

る
相

談
（
秘

密

厳

守

）
　
対

象

「
こ

こ

ろ

の
病

」

の

人

を

抱
え

る

家

族

春
兩

無

料

※
同

日

・
同

時

問

に

電

話

で

の
相

談

も
受

け

付

け

て

い
ま

す

（
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

直

通

酋
3
8
3

ｒ゙ａ
ｒｎ
リｒａ
１

）
○

※
毎

月
第

三

土

曜

日

に

相

談

を

受

け

付

け

ま

す

。

固

土

曜

会

・
武

井

登
3
6
2・
８

２

１

［

］
愛

の

献

血

松

戸

北

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

９

月

６

日

窗

午

前
1
0
時

～

い１１（
時

4
5分

と

午

後

１

時

～

４

時

会

場

Ｊ

Ｒ

馬

橋

駅

東

口

松

戸

東

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

９

月

８

囗

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

心『
場

ダ
イ

エ

ー

新

松

戸

店

前松

戸

南

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

９

月
1
3
日

窗

午

前
1
0
時

～

１１一
時

4
5分

と

午

後

１

時

～

４

時

会

場

イ

ト

ー

ヨ

ー

カ

ド

ー
ハ

柱

疸

間

団

保

健

福

祉

課

容
3
6
6・
7
4
8
7

健
　
康

青少年教室

講
座
・
講
演

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは，市等の主催です

自動車運転免許の無料教習（身体障害者）

県の土地を売ります

9月11 日は「警察相談の日」

〔応えます　あなたの相談　#9110 〕



［
］
自

宅

の

耐

震

相

談

９
月
1
8日

水

午
前
1
0時
～
午
後

４
時

会

場
小
金
原

市
民
セ
ン
タ

ー
　

内
容

木
造
在
来
工
法

住
宅
の

簡
易

耐
震
診
断
相
談
　

持
ち
物
目

宅
の
平
面

図

（
間
取
り
図
）
　

費

用
無
料

圃
電
話

で
建
築
指
導

課
構
造
設
備

係
｛
一一
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

【
】
カ

ロ

ー

リ

ン

グ

９
月
1
4日
出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
ふ

れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉
会

館

）
　

対
象
障
害
者
手
帳
を
持

っ

て

い
る
人
お
よ

び
そ
れ
に
準
ず

る

人
　

費
用

無
料

圃
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名

・
電
話
（
フ
ァ

ク
ス
）
番
号
を
記

入
し

て
、
健
康
福
祉
会
館
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
１

昔
3
8
3
・
7
1
1
1

副
3
8
3
・
7
8
1
0

へ

［

］
と

も

し

び

読

書

会

９
月
1
9日
困

午
前
1
0時
～
正

午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
丱

つ
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト

「
セ
ン
セ
イ

の
鞄
」

費
用
三
百
円

圃
電
話
で
山
田

登
3
8
5
・
0
6
0
7

へ

【
】
柏

市

ス

ト

リ

ー

ト

ブ

レ

イ

ク

Ｋ

Ａ

Ｓ

Ｈ
－
W
A
　
2
0
0
2

9
月
1
5日
脆
午
後
４
時

か
ら

会
場
柏
駅
東
ロ

ダ
ブ
ル

デ
ッ
キ
広

場
　

内
容
十
六
歳
以
上

の
ス
ト
リ

ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や

パ
フ
ォ

ー
マ
ー
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト

圖
柏
市

商
工

課

昔
0
4・
７
１
６
７

・
1
1
4
1

［

］
全

国

一

斉

無

料

成

年

後

見

相

談

会

９
月

Ｈ
日

出
午
前
1
0時
～

午
後

３
時

会
場
市
民

劇
場

内

容
痴

呆

・
知
的
障
害
・
精
神

障
害

な
ど

判
断
能
力
の
不
十
分
な
人

の
財
産

管

理
・
権
利
保
全

の
相

談

固
壯
リ

ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
ち

ば
松

戸
地
区

・
小
澤

登
3
6
5
・
0
4
5
2

【

】
成

年

後

見

制

度

個

別

相

談

会

1
0月
2
0
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午

後

４

時

会

場

千

葉

県

社

会

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

井
護

士

・
司

法

書

士

・
社

会

福

祉

士

に
よ

る
相

談

定

員

先

着

七

十

人
　

替
爾

熹

料

圃
９

月
3
0
日

囲
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ
キ

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

住
所

・
氏

名

・
電

話

査

号
を
記

入

し

て
、

〒
2
6
0
－
8
5
0
8

千

葉

市

中
ｍ（
区

千

葉

港

四

の
三
　

千

葉

県

後

見

支

援

セ

ン

タ

ー

（

昔
0
4
3・
2
0
4・
6
0

1
2

）
　阻
0
4
3・
2
0
4・
6
0
1
3

へ

［
］
小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

翠

墨

会

書

道

展

９
月
７
日
出

・
８
日

㈲
午
前
９

時
～
午
後
５
時

会
場

小
金
原
市

民
セ
ン

タ
ー
　
巷
乕

無
料

圈
小

金
原
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
a

3
4
4
・
8
2
7
0

［
］
野

田

市

日

本

太

鼓

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

・
旧
野

田
2
0
0
2

い１１一
月
2
4
囗

㈲
午

後

２

時
～

５

時

会

場

野

田
市

文

化

会

館

出

演

太

鼓

集

団

天

邪

鬼

ほ

か
五

団
体

費

田

剛
売

指

定
席

三

千

九
白
円

ほ

か

固
野

田

市

文

化

会

館
・一一
0
4・
７

１

２

４

・
１

５

５

にＪ

［
］
流

山

市
な
か
の
く
き
た
に
が
し
ら

企

画

展
「
中

野

久
木

谷

頭

遺

跡
」

期
間
９
月
1
4日
出
ま
で

（
月
曜

日

休
館
）
　

開
館

時
間
午
前
９
時

3
0分
～
午
後
５
時

侖
場

流
山
市

立
博
物
館

春
ｍ

班

料

固
流
山
重

旦
博
物
館

昔
0
4・
７
１

５

９

・
３
４
３
λ
ｔ

【

】
朗

読

を

き

く

か

い

９

月

１１
一
日

啝

午

前
1
0

時

～

１１
一
時

3
0分

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2

（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「
夫

の

眼

鏡

」

原

田

宗

典

著

ほ

か
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い

る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

す

る

人
　

費

用

無

料

固

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

＆
3
8
3・
7
1
1
1

隰
3
8
3・

【
】
高

齢

期

を

楽

し

く

豊

か

に

９
月
2
9囗

㈲
午
後
１
時
～

４
時

会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内

容

介
護
士

・
長
谷
川
陽
子
氏

の
講

演
、
青
年
劇
場
俳

優
・
冨
田
祐
一

氏

の
宮

沢
賢

治
作
品
朗

読
、
和
太

鼓
と
踊
り
、
他
に

絵
画

よ
青
道
の

作
品
展
示
な

ど
　

費
用
五
百
円

圖
松
戸
高
齢
期
問
題
と

福
祉

の
つ

ど

い
実
行

奮

抖
会

（
や
わ
ら
木
苑

内
）

昔
3
8
6
・
0
2
1
3

【
】
足

裏

健

康

体

操

９
月
2
8日

出
午

後
３
時
～

５
時

会
場
馬
橋
東

市
民
セ
ン

タ
ー
　

定

蕀

无
着
二
十
人
　

苣
叩

卞
円

※
持
ち
物

は
お
問

い
合

わ
せ
を

圃
電
話
で
松
戸
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
・
伊
藤

昔
3
4
2
7
4
1
9へ

口

松

戸

市

民

劇

団

本

公

演
「

楽

屋

」９

月
2
2
日

㈲

・
2
8日

出

、
1
0
月

1
9日

出

午
後

７

時
　

９

月
2
3
日

冊

・
Ｊ

日

収
午

後

２

時

と

７

時
　
1
0

月
2
0
日

剛
午

後

３

時

会

場

松

戸

市

民

劇

団

ア

ト

リ

エ

「
劇

舎

」

登

用

一
千

円
（
前

売

り

千

五

百

円

）

固
松

戸
市

民

劇

団

・
向

後

昔
3
8
9・

Ｄ

Ｒ
－

Ｋ

Ｋ
－

＆

黒

田

亜

樹

Ｄ

Ｏ

Ｕ
・
旧
Ｋ

Ａ

Ｓ

Ｈ
－

Ｗ

Ａ

９
月
1
4日

出
午
後
２
時
開
演

会
場
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
　

曹
用

三
千
五

百
円
、

学
生
二
千
円

固
ア
ー
ト

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス
・
大
町

公
0
4・
７
１

３
１

・
7
2
1
1

【

】
社

松

戸

青

年

会

議

所

創

立

三

十

五

周

年

記

念

事

業

・

海

外

体

感

ス

タ

デ

ィ

ー

ツ

ア

ー

「

親

子

で

友

遊

優

」

実

施
日

Ｈ

月

２

日

出
～

４

日

床

［
二

泊
三

日
］
　

訪
閤
先

フ

ィ

リ

ピ

ン

ー
サ

ン

パ

ブ

ロ
市

内

容

ホ

ー

ム

ス

テ
イ

・
異

文

化

交

流
　

対

象

小

学

四

～

六
年

生

と

そ

の

親

（
親

子

で

参

加

が
条

件

）
　

定

員
十

組

程

度

費
用

親

＝
十
万

円
（
予

定
）
、

子

ど

も

Ｈ

主
催

者

が

負

担

匣
９

月
1
4
日

出
午

後

１
時
3
0
分

か

ら

、
松

戸

商
工

会

館

で
行

わ

れ

る

「
Ｄ
ｏ
　ｙ
ｏ
ｕ

　
ｋｎ
ｏ
w
　
フ

ィ

リ

ピ

ン

（
フ
ィ

リ

ピ
ン

を
知

っ
て

も
ら

う
イ

ベ

ン
ト

）
」
で
（
ツ

ア

ー
参

加

希

望

者

以

外

で

も
参

加

で

き

ま

す

）

圈

齟

松

戸

青

年

会

議

所

事

務

局

昔

3
6
5
・
0
2
3
4

【

】
日

中

国

交

正

常

化

三

十

周

年

記

念
「

大

連

雑

技

団

」
公

演

1
0月

４
日

圏
午
後
７
時
開
演

会
場

市
民
会
館
　

内

簟
甲
国
青
少

年
に

よ
る
空
中
体
操
・
皿

回
し
他

春
乕

二
千
五
百
円

固
中
国

希
望
工

程
日
本
後
援
会

昔

0
3・
３
６
６
３

・
0
6
6
3

【

】
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

日

本

舞

踊

浴

衣

会

９
月

８
囗
㈲
正

午
開
演
　

会
場

ハ

ケ
崎
市
民

セ
ン
タ
ー
　

茖
帛

無

料固
坂
東

登
3
4
2
・
1
6
6
1

【

】
二

〇

〇

二

我

楽

多

市

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
　
（

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

）

出

店

者

を

募

集

開

催
日
1
0
月
1
9
日

出

〔
兩
天

時

2
0日

㈲
〕
　
　
龠
場

六

実

野

球
場

募

集
区
画

先

着

百

五

十

区

画

費

用

一

区

画
（
三

片

×

八

び
）
二

千

円

圃
９

月

汕一
日

窗
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に
住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・
扱

い
品

目

・
希

望

区

画

数

を

記

入

し

て

、

干
2
7
0
1
2
2
0
4

松

戸

市

六

実
四

の

Ｉ
〇

の

三
　

小

金

谷

武
男

（

昔
3
8
7・
0
0
3
1

）

へ

【
】
借

地

借

家

の

無

料

柤

談

９
月
1
3日

脂
午
後

１
時
～

４
時

会
梛

劒
労
会

館

※
契
約
圭
星
寸
が
あ

れ
ば
ご
持
参
を

固
松
戸

借
地

借
家
人

組
合
・
外
谷

【
】
矢

切

児

童

合

唱

団

コ

ン

サ

９
月
2
9日

㈲
午

後
２

時
～
４
時

会
場

市
民
劇
場
　

内

容
オ

ペ
レ
ッ

タ
「
十
一

ぴ
き
の
ネ
コ

」
等

の
合

唱
曲
　

杤
甬

無
料

圜
矢
切
児
童

合
唱

団
・
林

昔
3
6
3
・

［
］
バ

レ

エ

選

抜

新

人

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

1
0月

Ｂ
日

㈲
午

後

２

時

か

ら

会

場

市

民

会

館

内

容

ク
ラ

シ

ッ

ク

ー
モ

ダ

ン

・

創

作

の

各

部

門

巷
爾
一
一

万

五

千

円

※
受

賞

者

は
1
2
月
9
1一
日

圉

、

市

民

会

館

で
行

わ

れ

る
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
公

演

に

出

演

圃一
９

月
2
0
日

聡
ま

で

に

、
電

話

で

折

戸
芸

術

舞

踊

協

会

・
本

間

昔
3
8
6

・
2
9
7
2

へ

［
］
歌

と

踊

り

の

グ

ラ

ン

ド

シ

９
月
2
2日

㈲
午
前
1
0時
～

午
後

７

時

会
場

森
の
牛
・‐
ル
2
1
　内

容
歌
謡
曲

・
日
本

舞
踊

な
ど
十
七

団
体

の
競
演
　

春
用

無
料

趙
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋

容
釦
・

【
】
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

デ

ィ

ナ

ー

シ

ョ

ー
　

加

藤

登

紀

子

「
ラ

イ

ブ

＆

ト

ー

ク

」

1
0月

７
日

菲
午
後
６
時
開
演

会

場
プ
ラ
ザ

ペ
イ

ア
ン
柏
　

費
用

一
万

八
千
円

（
全
席
指
定
）

※
収
益

金
は
社
会

福
祉
団
体
に
寄

付
圖
国
際

ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
千

葉
ユ

ー
カ
リ

事
務
局

（
㈱
助
川
工

務
店

内

）
　・
助

川

昔
0
4・
７
１
６
３

・

「
」
市

民

体

育

祭

弓

道

大

会

９

月
2
2
日

㈲
午

前

９

時

～

午

後

３

時

会

場

運

動

公

園

対

象

市

内

在

住

の
成

人
　

苣

廖

十
円

匣

９
月
1
2
口

米

ま

で

に

、
電

話

で

松

戸

市

弓

道

連
盟

・
新

好

登
3
8
5・

7
9
3
9

へ

［

］
な

ぎ

な

た

教

室

９
月

Ｂ
日

～
1
0
月
2
5
囗

の

毎

週

金

曜

日

〔
全

七

回

〕

午

前

９

時

～

‥１１
時

会

場
和

名

ケ
谷

ス

ポ

ー
ツ

セ

ン

タ

ー
体

育

室
　

対

象

成

人

鷲

用
干

四

百

円

（
保

険

料

）

圃

電

話

ま

た

は

当

口

会

場

で

猖
松

戸

市

な

ぎ

な

た

連

盟

・
佐

藤

｛
に一
3
8
8
・
8
3
7
6

［
］
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

大会名 日　時 会　場 対　象 賈　用 申し込み 問い合わせ

秋 季 市 民 ソ フ

ト ボ ール 大 会

9/22･29､10/6

の 日 曜 日 〔予 備

日10/13i 日 〕 午

前9 時 か ら

古 ヶ 畸 ソ フ

ト ボ ー ル 場

市 内 在 住 ・

在 勤 者 で 編

成 さ れ た チ

ー ム

高 校 生 以 上

の 女 性 チ ー

ム

一 般 男 子1 チ

ー ム10,000 円

一 般 女 子1 チ

ー ム ツ,000 円

9/14 ㈹ 午 後 ら㈲

30 分 か ら 、 松 戸

運 動 公 園 会 議 室

で の 代 表 者 会 議

で 受 け 付 け

松 戸 市 ソ フ

ト ボ ー ル 協

会 ・ 永 野 昔

3∠tワペ3213

ＴＥＰＣ Ｏ杯 レ

デ ィ ー ス ソ フ

ト ボ ール 大会

10/27(E])[ 予 備

日11/3' 竭 〕午 前

8 時30 分 か ら

聖 徳 大 学 附

属 高 等 学 校

グ ラ ウ ン ド
無料

9/ﾜ 圉 午 後2 時 か

ら 、松 戸 運 動 公

園 会 議 室 で の 代

表 者 会 議 で 受 け

付 け

松 戸 市 レ デ

ィ ー ス ソ フ

ト ボ ー ル 連

盟 一斉 藤 昔

391-1461

松 戸 市 レ デ ィ

ー ス ソ フ ト ボ

ー ル 秋 季 大 会

11/10(B)[ 予 備

日11/1ﾜ( 圉 午

前R 時 只∩册 か ら

県 立馬 橋 高

等 学 校

市 内 在 住18

歳 以 上 の 女

怛 チ ー ム

1 チ ー ム

5,000 円

「
」
ス

ポ

ー

ツ

教

室

教室名 日　時 会　場 対象／定員 費用

①市民健
康体操教
室

10/1～11/26 の毎
週火曜日(11/5 を
除＜）〔全8回〕午
前9時30 分～11時

松戸運動公
園小体育室

先着40人

１回２１０

円（施設
使用料）

②親子リ
ズム体操
教室

10/2～30 の毎週水
曜日〔全5回〕午前
10時～正午

小金原体育
館競技場

2・3歳児と

親.ﾀ ３゙０組
(抽選)

１回２１０

円（施設
使用料）

③ こ ど も

体 力 づ く

り 教 室

10/4 ～11/22 の 毎

週 金 曜 日 ［全8 回 〕

午 後3 時30 分 ～5 時

柿 ノ木 台 公

園 体 育 館 小

体 育 室

小 学 １年 ～

3 年 生/40

人 （抽 選 ）
無料

圃

①
直
接
ま

た
は

電
話
で

ス
ポ

ー
ツ

課
へ

②

曾

肖
2
0
日

㈲

〔
必

着

〕
ま

で
に

、
往
復
ハ

ガ

半
に

②
＝
教

室
名

・
住
所

・
親

子
の
氏

名
（
ふ

り
が

な
）

・
電

話
番
号

・
返

信
用

あ
て
名

、
②

＝
教

室
名
・
住
所
・
氏
濔

ふ

り
が

な
）

・
学

年

・
電
話
番

号

・
返
信
用

あ
て

名
を

記
入
し

て
匸

７
劉
－
0
0
6
4

松
戸
市

上
本

郷
四

四
三
四

松
戸
運
動

公

園
内
　

ス
ポ
ー
ツ

課
（

登
3
6
3
9
2

4
1

）
へ

［
］
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

９
月
1
5囗

㈲
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
青
少

年
会
館
樋

野
口

分
館

対
象

十
六

歳
以

上
の
人
　

持
ち
物

運
動
着

・
上
履
き
　

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圓
青
少
年

会
館

登
3
4
4
・
8
5
5
6

［

］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

（
硬

式

）

1
1
1
1

一
月

～

２

月

の
毎

週

木

曜

日

の

前

半

ク
ラ

ス

＝
午

前

９

時

～
1
0
時

2
0分

、

後

半

ク

ラ
ス

＝
午

前
1
0
時

3
0分

～

Ｈ

時
5
0
分

会

場

栗

ケ

沢

公

園

庭

球

場
　

対

象

市
内

在

任
・

在

勤

の
人
　

春
用

一
万

二

千

円

圉
９

月
2
0
日

窗
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話
番

号

・
希

望

ク

ラ

ス

（
第

二

希

望

ま

で

）
　・
返

信

あ

て

名

を
記

入

「
」
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教室名 日　時 会　場 問い合わせ

①軽スポーツ教
室

9/14 圉午前9時
～正午

八ヶ綺第二小学
校校庭・体育館

体育指導委員・泉
登3∠13―99ﾜ9

体育指導委員 詣口
藤昔3∠13-9830

②ファミリー・
スポーツ教室

9/15 冊午前9時
～ 正午

新松戸西小学校
体育館

③グラウンド・
ゴルフ教室

9/150R 午前9時
～正午

新松戸北小学校

校庭

④バスケットボ
ール教室

9/21 圉午後ら時
30分～8時30 分

松戸運動公園体
育館

体育指導委員・武
井o362 ―9020

⑤ 軽 ス ポ ー ツ教

室( 初 心 者 歓 迎)

9/29(1ぼ 午 前9 時

～ 正 午

六 実 第 二 小 学 校

体 育 館

体 育 指 導 委 員 ・ 谷

畑 登385-0 ∠|剖

内

容

①
ゲ

ラ

ウ
ン

ド

ー
ゴ
ル

フ

、

ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ
ー
ル

、

フ
ァ
ミ

リ

ー
バ

ド
ミ
ン

ト
ン

②
⑤

フ
ァ

ミ
リ

ー

バ
ド
ミ

ン
ト

ン

、
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
　

対
象

④
市
内
在

住
で

中
学

生

以

上

の
人

⑤
地
域

住

民

（
小

学
校

高

学
年
～

中

高
年

）
　

費
用

い
ず

れ
も

百

円

（
保

険
料

）

圃

い
ず

れ
も
当
日

会

場
で

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局
留

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

（

容
0
9
0・
６

６

５

０

・
Ｑ
り
″り
ｑ
ｊ
４

）
　へ

［

］
シ

ル

バ

ー

＆

キ

ッ

ス

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

大

会

９
月
2
3
日

㈲

午

前

８

時

～

Ｈ

時

会

場
Ｉ
Ｓ
ｓ

テ

ニ

ス

ア

リ

ー

ナ

松

戸
　

対

象

六

十

歳
以

上

の

人

と

小

学

生
　

定

員

先
着

三

十

人
　

呰
乕

一

人

五

百
円

（
参

加

賞

を

含

む

）

圃
９

月
2
0
日

窗
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
性

別

・

生

年
月

日

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

千
2
7
1
－
0
0
6
5

松

戸

市

南

花

島

三

の

三

八

の

一

一

Ｉ
Ｓ
ｓ

テ

ニ

ス

ア

リ

ー
ナ

内

松

戸

シ
ル

バ

ー

テ

ニ

ス

連

盟

事

務

局

（

登
3
6
6・

3
6
0
0

）
　へ

ス
ポ
ー
ツ

催
し
物

ぶらっと
東葛



巨樹と古木をたずねて

今回 の紹介 は戸 定が 丘歴史 公園 のヤマ モモで す。

ヤ マ モ モは本 州 （暖地 ）、四国 、九州 に 分 布し 、

常 緑 高木 で大 きい も の は 高 さ25m ほど に な り ま

す。雌 雄異 株で∠1月に開 花し 、夏 には赤 い実 が熟し

ま す。 用途 とし て は 、公 園 ・庭 木な ど に利 用さ れ

てい ま す。 また 、こ の実 でジ ャ ムや 果 実酒 を 造っ

て楽し む人も い ます。

歴 史公 園 のヤマ モ モは 幹周 り 約lm 、高さ 約8m

で す。 また 、園内 には数百 年 を超え る大 木が あり 、

表門 脇のイ チョ ウ･ スダジ イをは じ めカヤ ・ク ス ・

モミ ジな ど が 、美し い 庭 園を 構 成し てい る こ と か

ら 、1年 を通し て多く の 市民力咫方れ てい ます。

平成12 年10 月から20 回にわたり紹介し

てきたこのシリーズも今回が最後となりま

した。巨樹・古木は多くの人に感動を与え

ていますが、この維持管理には大変な苦労

があり、いつまでも市民の皆さんに親しん

でいただくためには、多くの人たちの協力

が必要になります。

大切な緑は皆で守っていきましょう。

森のホール２１チケットガイド

〈 案 内 図 》

石 碑が建立さ れた漢中石刻博物館で

※ 「開 通 襃斜 道 刻 石 」･‥後 漢の 時ｲ弋に 、

都 ・洛 陽 まで の 険し い 渓 谷に 桟 道 を

架 け たこ と を 岩 肌 に記し かも の

瀑川彦峰美術館のご案内

所在地…西馬橋1 の7 の6  (JR 馬 橋

駅西口下車徒歩10 分）

開館日時･･･水・金 一日曜日各午後

1時～5 時

費用…入場無料

※事前に予約が必要です。

圜源川彦峰美術館≪343 ―9969

中

国

陜

西

省

漢

中

市

の

漢

中

石

刻

博

物

館

に

、
源

川

彦

峰

さ

ん
（
二

松

学

舎

大

学

文

学

部

教

授

）

の

臨

か
い
っ
つヽ
ほ
う
し
ゃ
と
ぅ
こ
く
せ
き

書

「

開

通

襃

斜

道

刻

石
（

※

）
」
が

石

碑

と

し

て

建

立

さ

れ

、

８

月
2
4

日

に

は

源

川

ご

夫

妻

が

隣

席

し

、

除

幕

式

が

執

り

行

わ

れ

た

。

り
く
ち
ょ
う
　
　
　
　

ま

で

こ

れ

は

漢

代

～

六

朝

時

代

の

摩

茴

（

自

然

の

岩

肌

に

彫

り

込

ま

れ

た

文
字

）

を
研

究
し

て

い
た
源

川

さ

ん

が
、

昨

年

２
月

に

同

博

物
館

を

訪

ね
た

折
り

、「

開

通

襃
斜

道

刻

石

」

の
拓

本

の

臨
書

を

館

長

に
見

せ

た

と
こ

ろ
、

ぜ
ひ

石

碑

に
し

た

い
と

の
話

か
ら

実
現

し

た

も

の

。

ま

た

、
併

せ

て

源
川

さ

ん
の

「
石

門

の
研

究

」

等

の

論
文

資

料

も

保

存

さ

れ

た

。

書

道
を

始

め

た

の

は
小

学
三

年

生

か
ら
・

大

学

で

は
石

橋
暇
が

氏

に

師

事
し

、
ま

た

、
す

す

ん

で

字

源

・
説
文

（
漢

字

の
起

こ

り

や

意

味

、

時

間

の
経

過

に

よ

る
形

態

の

変
化

等

）
の
研

究

を
行

っ

て
き

た

。

「
字

源
・
説
文

は

、
文

字

を

書
く

上

で
大

切

な
要

素

の

一

つ
」
と
言

う

。

そ

の
源
川

さ

ん
は

、

書

に
は

楷

書

・
行

書

・

隷
書

・
草

書

・
篆

書

・

金
文
・
甲

骨

文

の

七
体

が
あ

る

が
、

書

体
は

器

と
同

じ

だ

と

も
言

う

。

「
料
理

を

ど
ん
な
皿

に

の
せ

た
ら
よ

人
に
感
動
を
与
え

心
和
ま
す
表
現
方
法
を
探
求

い
か
と

考
え

た
と

き

、
そ

れ

が
一

番

映
え

る

器

に
盛

り

つ

け

る
の

と

同

じ

で

、

書

も
今

の
気

持
ち

を

ど

の
よ
う

に
盛
り

つ
け

る
か
が
大

切
。

一

書
体

だ

け

で
は

、

い
つ

も
同

じ

盛
り

つ
け

と

な
り

、

そ

れ

は
味

気

な

い
も

の

に

な

っ
て
し

ま
う

」
と

。

四

年

前

に

は

「
多

く

の
大

に

、

気

持
ち

の

良

い
時

間

と

空
間

を

提

供
し

た

い
」

と
自

宅

に

美
術

館

を

開

館
し

た

。

書
だ

け

で

は
表

現

で

き

な

い
と

、

絵

・
版

画

・

刻
字

・

篆

刻

・
漆

・
陶
芸

・
茶

杓

・
造

墨

・
作
硯

と

創
作

の
幅

を

広

げ
、

庭

先

や
玄

関

、

階
段

や
廊
下

な

ど
あ

ら

ゆ

る

ス

ペ
ー

ス
を

巧

み

に
利

用

し

て

、
自

身

の
作

品

を

展
示

し

て

い
る

。

「

決
し

て

押
し

つ
け

と

な
ら

な

い
、

だ

れ
も

が
受

け

入

れ

て
く

れ

る
作
品

を

作

り

た

い

。
ま

た
作

品

を

通
し

て

人

の
心

を
浄

化

で
き

れ

ば
幸

せ
」

と

話

す
源

川

さ

ん

。

こ

れ

か
ら

も
源

川

さ
ん

の
創

作

活

動

は

続
く

。

（
西
馬

橋
在

住

）

源川　彦峰さん

0384-3331  (10 : 00 ～19 : 00　 月 曜 休 館 ）

ＵＲＬ…http://ｗｗｗ.morinohall21. ｃｏｍ/

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
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10/ 9 團

劇 団 四 季　 フ レ ン チ ミ ュ ー ジ カ ル

｢ 壁 抜 け 男｣

♪ す べ て の 壁 を 抜 け て あ の人 に 熱 い 想 い を

伝 え た い ！ 人 間 賛 歌 と ち ょ っ ぴ り 切 な い 永

遠 の 恋

午 後ら時

30 分

Ｓ 席9,450 円

Ａ 席ﾜ,350 円

Ｂ 席5,250 円

Ｃ 席3,150 円

ぴ あ

12/ 5 團

グ レ ン ・ ミ ラ ー オ ー ケ ス ト ラ

♪ 忘 れ 得 ぬ 名 曲 の 数 々 と 共 に 、伝 説 に 生 き

る 不 滅 のグ レ ン ・ミ ラ ー サ ウ ン ド

曲 目 ：茶 色 の 小 瓶 、真 珠 の 首 飾 り 、イ ン ・

ザ ・ム ー ド 、ア メ リ カ ン ・ パ ト ロ ー ル 他

午 後ら時

30 分

Ｓ 席5,500 円

Ａ 席'4,500 円

Ｂ 席3,500 円

ぴ あ ・ロ ー ソ

ン ・ｅ 十

12/17 ㈹

ラ テ ン　 ダ ン ス カ ー ニ バ ル

♪ ア ル ゼン チ ン の 国 民 音 楽 「 タ ン ゴ 」､陽 気

で熱 狂 的 な ブ ラ ジ ル の 「 サン バ 」､人 気 沸 騰

キ ュ ー バの 「サ ル サ 」､真 つ赤 な 情 熱 と 信 念

を 秘 め た ス ペ イ ン の 「フ ラ メ ン コ 」

【９ 月 ６日 鵆 一 般 発 売 】

午 後6 時

30 分

Ｓ 席6,000 円

Ａ 席5,000 円

Ｂ 席∠|,000円

ぴ あ ・ロ ー ソ

ン

子

ど

も

の
可

能

性

を

広

げ

る

ジ

ェ

ン

ダ
ー

フ

リ

ー

の

メ

ッ
セ

Ｌ

ン
を

絵

本

の

中

に

見

つ
け

て

み

ま

し

ょ

う

。

絵

本

を

通

し

て

ジ

ェ

ン

ダ

ー
フ

リ

ー
を

広

げ

る

活

動

を
し

て

い
る

グ
ル

ー
プ
「
に

じ

い
ろ

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
」

が
お

勧

め

絵

本

の

紹

介

も

し

ま

す

。

９

月
2
7
日

吻

、
1
0一
月

Ｈ

日

吻

各

午

前
1
0一
時

～
1
1
時
3
0
分

〔
全

二

回

〕
　
　
会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど
　

定

輳

无
着

十

人

善
爾

珊

料

※

保

育

あ

り

（

一
歳

十

ヵ

月

以

上

、
五

人

、
お

や

つ
代
二

百

円
）

圃
電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー

昔
3
6
4

・
8
7
7
8

へ

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案 内サービス

〔当 日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所 等) を案内し てい ます〕

O366-0010

平日 午後4 時30 分～ 翌日午 前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆ 夜間急病 診療所　　 ≫368-3756

衛生会 館内　 毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
S365 ―3430

衛生会館内　午後８時～ｎ時

平成15 年松戸 市成人式
新成人ボランティアスタッフを募集日時…平成15 年1月13 日歸午前

11時から（予定）

会場…森のホール21

対象…昭和5? 年4月２日～58 年4

月１日生まれの市民

内容…式典（司会・意見発表 一手話通訳）・交流

会場・その他（受付・広報係等）・プレセレモニ

ー（式曲前に新成人による演奏等）

対象…新成人

打ち合せ…10 月５日倒午後3時から（その後､土･

日曜日を中心に数回）

※謝礼や交通費等の支給はありません。

※新成人以外のスタッフは、12 月上旬に募集

※詳細は教育委員会ホームページでも紹介

URL …http://ｗｗｗ.intership.ｎe.jp/kyouiku/

圃電話またはホームページからｅメールで社会

教育課市民文化係≫366 ―7462 へ

地元町会や河川愛護団体、フラワーボランティ

アの皆さんで育ててきたコスモスが、江戸川の河

川敷に早＜も秋の訪れをお届けしています。

コスモス祭り

に参力[]し、楽しいひとときを過ごしてみませんか。

日時…９月７日出午前10 時～午後2 時 〔雨天の場合

は8日(日)]

会場…江戸川河川敷( 三郷有料橋下)

内容…バザー・模擬店・花の即売・防災コー ナ

ー・環境クイズ・江戸川の魚展示他

四河川清流課清流ルネッサンス担当室≫366-1152

世界ふれあいコンサート

日時…9 月28 日出午後2時～4 畤

会場…市民会館

内容…東京芸術大学外国人留学生による

ピアノ・オペラ独唱・謡曲・中国琵琶・

民族舞踊・ギターのコンサート、南部小

学校児童による合唱

定員…先着800 人

費用…無料

Ⅲ9 月20 日窗〔必着〕までに、往復ハガ

半またはｅメールに住所・氏名・電話番

号・観覧希望人数（1通につき∠1人 まで）

・託児希望（1娥10 ヵ月～未就学児）の

有無を記入し て、干271-8588　 縺松戸

市国際交流協会コンサート係(B366-

7310) へ

ｅメール　ｏ幵ice@miea.o「.」p

人
ひと

衛生会館所在…竹ヶ花45 の53

森のホール21チケットセンター

シリーズ第２０回　 ヤマモモ

みどりと花の課S366-7378

見

つ
け
よ
う
！
・

絵
本
の
中
の

コスモス祭り

～東京芸術大学留学生と子どもたち

二松学舎大学文学部教授


